


NO. 部 課 係 事　　　　　業　　　　　名 ページ
番号

1 市民安全部 市民安全課 市民相談係 行政書士による無料相談会 1

2 不動産無料相談会 3

3 日本司法支援センター東京地方事務所多摩支部（法テラス）の無料法律相談会 5

4 相続税等無料相談会 7

5
市民安全課
(市民活動推進課)

市民相談係
（市民活動推進係）

男女平等情報紙発行事業 9

6 市民活動推進課 市民活動推進係 協働事業市民推進委員会 12

7 お～ちゃんフェスタ2022（コロナ中止） 14

8 一般向けボランティア講座 16

9 「おそきだより」の発行 19

10 青梅市民センター ネッツたまぐーセンターあそびばART２０２２ 22

11 長淵市民センター 長淵市民センター運営協議会 24

12 長淵地区文化祭 26

13 大門市民センター 大門市民センター運営協議会 29

14 文化展 31

15 地域散歩（雨天のため中止） 33

16 梅郷市民センター 梅郷市民センター運営協議会 35

17 梅郷市民センター文化祭 37

18 沢井市民センター 沢井市民センター運営協議会 39

19 三田地区総合文化祭 41

20 小曾木市民センター 小曾木市民センター運営協議会 44

21 小曾木地区文化祭 46

22 成木市民センター 成木市民センター運営協議会 49

23 成木地区文化祭 51

24 東京ヒルクライムＮＡＲＩＫＩステージ（自転車競技）（コロナ中止） 53

25 東青梅市民センター 東青梅市民センター運営協議会 55

26 東青梅市民センターコミュニティ文化祭 57

27 第八支会ささえあいフェスティバル 60

28 新町市民センター 新町市民センター運営協議会 63

29 新町末広町地区市民文化祭 65

30 河辺市民センター 河辺市民センター運営協議会 67

31 河辺市民センター文化祭 69

32 今井市民センター 今井市民センター運営協議会 72

33 今井市民センター文化展 74

34 市民ウォーキング 77

35 環境部 環境政策課 管理係 おうめ環境フェスタ 80

36 おうめ環境ニュース 83

37 クールビズ運動 85

38 みんなで打ち水！ 88

39 ウォームビズ運動 91

40 エコドライブ運動 94

41 みどりのカーテン事業 97

42 ワクワク！ドキドキ！！水辺の探検隊（コロナ中止） 100

43 多摩川まるごと遊び塾（コロナ中止） 102

44 がんばれ！あゆっ子2022 104

45 炭焼き体験と水辺の交流会 107

46 親子魚釣り教室2022 110

47 飼い主のいない猫のための「里親会」 113

48 動物愛護週間イベントinおうめ 116

49 さくらねこ無料不妊手術事業（いのちを考える会・青梅） 119

50 さくらねこ無料不妊手術事業(おうめ猫の会) 122

51 生物多様性人材育成講座 125

52 丸ごと霞川を遊びつくそう 127

令和４年度実施　市民等との協働事業一覧



NO. 部 課 係 事　　　　　業　　　　　名 ページ
番号

令和４年度実施　市民等との協働事業一覧

53 環境部 清掃リサイクル課 ごみ減量推進係 「資源物・ごみ収集カレンダー」の点訳事業 130

54 公園緑地課
わくわく公園係
（公園管理係）

大塚山いこいの森ボランティア 132

55 緑地管理ボランティア（コロナ中止） 135

56
緑地管理係
（緑化推進係）

青梅の森杣保プロジュクト（青梅の森保全事業） 137

57 健康福祉部 高齢者支援課
いきいき高齢者係
（地域支援係）

青梅市見守り支援ネットワーク事業 140

58 包括支援係 認知症サポーター養成研修事業 143

59 高齢者虐待防止ネットワーク連絡会事務 146

60 障がい者福祉課 認定サービス係 入門・初級手話講習会 148

61 健康課 健康推進係 第51回おうめ健康まつり（コロナ中止） 150

62
こども家庭部
(子ども家庭部)

子育て応援課
（子ども家庭支援課）

児童・青少年係
(青少年担当）

青梅市親子ふれあい事業ボッチャ大会 152

63
地域経済部
(経済スポーツ部)

シティプロモーション課
（商工観光課）

観光係 吹上しょうぶ公園ガイドボランティア事業 155

64 梅の公園ガイドボランティア事業 157

65 農林水産課 林務水産係 森林ボランティア育成講座 159

66 都市整備部 住宅課 住宅政策係 青梅市住宅なんでも相談会 162

67 青梅市定例住宅相談会 164

68
学校教育部
（教育部）

指導室 指導係 学校教育ボランティア 166

69
生涯学習部
（教育部）

社会教育課 生涯学習推進係 生涯学習フェスティバル～釜の淵新緑祭2022～ 168

70 家庭教育講演会 171

71 図書館担当 この指とまれ！朗読会 174

72 中央図書館整架ボランティア 176

73 おはなしボランティア 178

74 文化課 吉川英治記念館担当 青梅市吉川英治記念館秋のライトアップと夜間開館 180

75 地域連携展示『五月人形展』 182

76 地域連携展示『ひな人形展』 184

77 ガイドボランティア養成講座 186

78 スポーツ推進課 スポーツ推進係 第55回青梅マラソン大会 188

79 市民提案協働事業
子育て応援課
（子ども家庭支援課）

子育て推進係
（支援係）

外遊び型子育てひろば「はらっぱ」 191

80
シティプロモーション課
（商工観光課）

観光係 和楽倶楽部流ともしびフェスティバルｉｎ梅まつり 202

81 市民活動推進課 市民活動推進係 わたしが「楽しむ」とまちがよくなる～市内の活動の魅力を知って、〇〇しよう～ 207

１　課題

（１）形骸化・形式化となっている事業についての見直し。

（２）事業を行う前の細やかな準備と、実施後の両者間での問題点や改善点の共有が必要。

２　今後について

（１）事業を進行する上で、市民等や行政との間でのしっかりとした事前準備を行う。

（２）事業の成果を評価し、問題点や改善すべき点を双方で共有することで、より有効な事業展開を目指していく。

（３）ウィズコロナの時代における協働事業の実施方法について、これまでの実施方法にとらわれず、新たな実施方法も検証しながら実施していく。

　

令和４年度協働事業の実施結果における課題および今後について



事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

行政書士による無料相談会

東京都行政書士会多摩西部支所

市民安全課市民相談係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年１０月４日（火）

場所： 市役所２階会議室

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２０年１０月）

(２) 事業の目的

一般市民への行政書士制度普及および相談支援

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

無料相談会を開催し、行政書士制度の普及、浸透を図る。

(４) 実施内容（実績値等）

行政書士による相続、不動産、成年後見などの無料相談

(５) 事業経費（決算額）

０円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

２名

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

東京都行政書士会多摩西部支部からの要請による。

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 相談員派遣、相談対応

行政側： 会場確保、広報掲載、パンフレットの配置および配布

１、影響なし

1



３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

行政書士制度の普及、浸透を図るとともに相談支援ができた。

相続や遺言に関する相談を実施することができた。相談者数１１人

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

無料相談会の開催により、行政書士制度のさらなる普及、浸透を図っていきたい。

行政書士制度の普及、浸透のため啓発を行うとともに、継続的に行政書士を活用した市民への支援を行っていきた
い。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ

2



事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

不動産無料相談会

全日本不動産協会東京都本部多摩西支部

市民安全課市民相談係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年１０月3日（月）

場所： 市役所２階会議室

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成１６年１０月）

(２) 事業の目的

一般消費者の不動産取引に伴う消費者の利益を保護するため、不動産に関する知識の普及ならびに安全な取引の推
進と向上を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

相談時間内で概ね３０人程度の相談を実施する。

(４) 実施内容（実績値等）

不動産鑑定士による不動産不動産に関する無料相談

(５) 事業経費（決算額）

０円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

２名

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

公益社団法人　東京都不動産鑑定士協会の要請による。

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 相談員派遣、相談対応

行政側： 会場確保、広報掲載、パンフレットの配置および配布

１、影響なし

3



３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

一般消費者の不動産取引に伴う利益を保護するため、不動産に関する知識の普及ならびに安全な取引の推進、向上
を図ることができた。

不動産取引に伴う消費者の利益を保護するため、不動産に関する知識の普及や安全な取引の推進、向上を図ること
ができた。　相談者数30人

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

不動産取引に伴う消費者の利益を保護するため、不動産に関する知識の普及ならびに安全な取引の推進、向上に寄
与したい。

安全な不動産取引がされるよう相談会を継続して開催していく。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、自治会へのチラシ配布、全日本不動産協会のホームページ

4



事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

日本司法支援センター東京地方事務所多摩支部（法テラス）の夜間無料法律相談会

日本司法支援センター東京地方事務所多摩支部（法テラス）

市民安全課市民相談係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年１０月6日（木）　、12月１５日（木）

場所： 市役所２階会議室

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２０年１０月）

(２) 事業の目的

市民生活での様々な法律トラブルを抱えている方を対象に、弁護士による夜間の無料法律相談会を実施する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

無料法律相談会を開催し、各日５名まで先着順で受付けて相談を行う。

(４) 実施内容（実績値等）

弁護士による無料法律相談会

(５) 事業経費（決算額）

０円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

各回１名　計２名

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

日本司法支援センター東京地方事務所多摩支部（法テラス多摩）からの要請による。

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 相談員派遣、相談対応

行政側： 会場確保、広報掲載、パンフレットの配置および配布

１、影響なし

5



３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

市民生活での様々な法律トラブルを抱えている方の法律に関する相談にこたえることができた。

市民の法律相談の機会を増やすことにより、市民生活での法的トラブルの解消が図れた。相談者数7人

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

無料相談会の開催により、より多くの方の相談に応じていきたい。

市民の法律相談の機会を増やすために開催したい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ

6



事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

相続税等無料相談会

東京都税理士会青梅支部

市民安全課市民相談係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和５年１月１７日（火）

場所： 市役所２階会議室

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２９年３月）

(２) 事業の目的

相続税等様々な税に関する無料相談会を実施する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

無料相談会を開催し、行政書士制度の普及、浸透を図る。

(４) 実施内容（実績値等）

税理士による相続税等の無料相談会の開催、１２名まで先着順で受付けて相談を行う。

(５) 事業経費（決算額）

０円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

２名

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

東京都税理士会青梅支部からの要請による。

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 相談員派遣、相談対応

行政側： 会場確保、広報掲載、パンフレットの配置および配布

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

相続税等に関する諸問題について相談に応えることができた。

相続税等に関する相談を実施することができた。相談者数12人

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

相続税等の無料相談会を開催し、より多くの方の相談に応じていきたい。

無料相談会の開催により、より多くの方の相談に応じていきたい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、東京税理士会のチラシ
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

男女平等情報紙「よつばの手紙」発行

NPO法人青梅こども未来、青梅商工会議所、mamanicotto、公募委員

市民安全課市民相談係（市民活動推進課市民活動推進係）

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年４月から令和５年３月まで

場所： 青梅市役所会議室等

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成21年4月）

(２) 事業の目的

男女平等情報紙を通じて、市民に対し男女平等参画意識の啓発と理解を深める。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市内における男女平等参画社会の実現

(４) 実施内容（実績値等）

情報紙の企画・立案、取材・調査、編集作業（年２回発行）

(５) 事業経費（決算額）

941,618円
（委員謝礼　48,000円、報償品費　6,000円、印刷製本費　588,500円、配送手数料　190,740円、通信運搬費　
108,378円）

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

４人（内訳：団体からの推薦３人、市民公募１人）

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

できるだけ市民の声を反映した情報紙を発行し、市民に対して男女平等参画意識の啓発と理解を深めてもらうため

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 企画立案、情報収集、編集

行政側： 計画立案、情報収集、編集、発行

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

3 4

4 4

4 4

4 4

3 3

5 4

5 4

2 2

（市民側）

（行政側）

（市民側）

（行政側）

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

市側のアプローチにより取材が円滑に行える施設などがあり、編集会議で特集案出しをする際は市民側のコネクショ
ンを考慮せず幅広く取材先を提案できた。インタビュー取材では市役所会議室を押さえてもらうことで駐車場が利用
できる点と分かりやすい会場ということでインタビューを受ける方も来場しやすかったと思う。取材のオファー時は「市
の情報誌」というと信用がありスムーズに連絡を行えた。市民や市側が各々の考えやスキルを発揮しながら紙面を作
ることは貴重な体験となった。

市民等との協働で企画、編集および発行することにより、市民目線を取り入れたテーマの設定・編集ができた。市民委
員のバックグラウンドもそれぞれで、行政のみでは考えつかないレイアウトの提案などもあり読みやすい紙面で発行す
ることができた。
男女平等参画のみならず多様な話題について、市民と行政の意見交換の場として非常に良い機会である。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

紙面作りに於いて負担を均等にすることが難しくどうしても市側の負担が大きくなってしまうのは毎回の課題だと思
う。若い方が市民委員を担当してくださると若い世代の情報が入ってきたり新しい視点があり幅広い世代の紙面作り
が重要だと感じた。今回はオンライン会議ができ非常に良かったので「ぷらっとカフェ」のような会議日時の工夫やオン
ラインの活用などの環境作りや市のイベントなどで「よつばの手紙」は市と協働で作成しているというパネル展示のよう
なアピールをして参加しやすい雰囲気作りが必要かもしれないと思った。

発行から１０年以上が経過し、令和５年度からは「男女平等参画社会の実現」から「ジェンダー平等の実現」へと舵を切
るタイミングでもある。協働相手である市民編集委員のライフスタイルに配慮した運営も含め、発行方法等を検討する
必要がある。
行政が発行する情報紙として表記や表現に多くの制約があるが、市民にとって身近で、読んで伝わる紙面をつくり上
げるすることが重要である。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、ホームページ、自治会加入世帯への配布、各市民センター、JR青梅駅・東青梅駅・河辺駅での配布

10



５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

協働事業市民推進委員会

NPO法人、ボランティア団体、自治会連合会、青梅市社会福祉協議会、市民公募

市民活動推進課市民活動推進係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年５月、令和５年２月

場所： 市役所会議室

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２１年３月）

(２) 事業の目的

市の協働事業に対する意見や今後の協働のあり方等について市民の意見を求め、協働の推進を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民と行政が協働し、青梅ならではのまちづくりを進めていく。

(４) 実施内容（実績値等）

市民提案協働事業に関すること（募集時期や助成金について）

(５) 事業経費（決算額）

60,000円
(謝礼＠10，000円×６人）

(１) 協働の形態

１、政策立案・事業企画等

(２) 協働相手の団体からの参加人数

１０人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

青梅市における市民活動団体等との協働事業の推進に関する指針

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 提案や意見の提示、意見交換、青梅市の協働事業推進についての評価

行政側： 会議の事務局、行政側として意見交換、今後の取り組みの検討

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 5

4 4

4 4

3 2

4 4

4 5

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

市民が生活や様々な市民活動をしているときに感じた生の声を行政に届け、行政側が実際に実施できていることの差
を明確化し、それぞれの立場で意見交換することはとても大切であり、未来の街づくりの根源となる有意義ななことで
ある。

多様な団体からの推薦委員と公募委員からなる当委員会で、市の協働について意見交換を行った。市民活動団体の
現状や課題、考えを知ることができること、また市が抱える課題等について直接意見交換できる場として大変有意義で
ある。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政と市民の協働意識向上により市民の事業参画を進めることが、結果的に市民と行政それぞれの自己肯定感向上
につながり市民福祉の向上に大きく寄与するものと思う。自らの持っている能力を年齢に関わらず地域の中でも活か
し、その楽しさを知り生き甲斐としていく活動は特に60歳～80歳の年齢層の方々に浸透させる取り組みが中学校の
部活問題も含めた市民活動の課題解決に向けて喫緊の大きな課題である。今後の委員会でも取り上げ、市内全域で
の状況確認と改善を図りたい。

テーマを絞り検討していくことで協働事業の課題解決や推進に反映していくことができると考え、当委員会での協議
内容を各施策へ反映させていくことが課題である。事務局として、的確な協議テーマの設定、会議の運営を調整し、実
践できるよう整理していきたい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

ホームページ
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

お～ちゃんフェスタ

青梅市社会福祉協議会青梅ボランティア・市民活動センター

市民活動推進課市民活動推進係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年９月１８日（予定）

場所： 青梅市役所西側駐車場および２階会議室

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２４年９月）

(２) 事業の目的

ボランティア・市民活動団体、福祉団体、施設、企業、市民が一体感を共有できる機会をつくる。地域や世代を超えた
交流や発表の場をつくり、より一層コミュニティの活性化を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

フェスタを通し、ボランティア・市民活動団体・福祉団体・施設・企業・市民が様々な形で交流することで、相互の理解
を深め、地域の活性化につなげる。

(４) 実施内容（実績値等）

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策に考慮したレイアウトをはじめ、開催にむけての検討。
感染状況をかんがみてイベント中止の検討。

(５) 事業経費（決算額）

なし

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

３人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

以前は福祉団体を中心に「ふくし祭」として実施していたが、ボランティア・市民活動団体を含めた発表の場として実施
していくこととなった。

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 事業実施、広報活動（広報おうめ以外）

行政側： 事業実施のサポート、広報活動（広報おうめ）

５、影響あり（中止） 
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

5 5

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

市役所を会場として開催できることは、市民にとってわかりやすく多くの来場が見込める。また、フェスタを通じ市内で
活動する団体等について行政と情報共有していける機会となっている。開催周知においての、市広報活用はより多く
の市民にとどけることができる。

会場として市役所西側駐車場および庁舎の一部を提供することで、多くの出店数等を確保できる。また、広報おうめ
等を活用し周知を図るなど、市民へ広くPRができる。青梅ボランティア・市民活動センター登録団体を含め、地域の団
体の発表の場を設けることができる。市内ボランティア団体の活動状況などについて把握することができる。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

多世代交流の機会としてさらなる充実を図る。

コロナ禍においても開催できる方法の検討。
市民活動団体の紹介・交流等の場としての充実を図っていく必要がある。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、ホームページ
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

一般向けボランティア講座

青梅市社会福祉協議会青梅ボランティア・市民活動センター

市民活動推進課市民活動推進係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和5年3月22日

場所： 市役所会議室

１、単年度事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（　　　　　年　　　　月）

(２) 事業の目的

新たな市民活動・協働の担い手となり得るボランティア・社会貢献活動に興味を持っている市民にきっかけをつくるこ
と、そういった市民に青梅ボランティア・市民活動センター（通称：ボラセン）を知ってもらうこと。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

ボランティア・社会貢献活動に興味を持っている市民の後押しをすることで、今後の市民活動・市民協働・地域活動の
活性化を図り、協働によるまちづくりを一層推進する。

(４) 実施内容（実績値等）

講座名「ふみだそう！ボランティア活動の第一歩」　　講師　青梅ボランティア・市民活動センター小林理人氏
対象　ボランティア活動に興味がある人（市民に限定せず）
参加人数：34名（後日、ボラセンへ電話・来訪した人複数あり）

(５) 事業経費（決算額）

０円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

１人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

ボランティアに興味がある人向けの入門講座を開催したいと考え、市内のボランティア活動の要であるボラセンへ協働
を持ちかけた。

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 広報、講師派遣、講座参加者のアフターフォロー

行政側： 広報、参加者受付、会場手配

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

5 4

5 5

5 5

5 5

4 4

4 4

5 5

5 3

5 5

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

事業終了後、講座参加者4名がボランティア希望としてボランティアセンターに来所があった。ボランティアセンターの
役割やできることを周知した結果だと考える。

常日頃から多数のボランティア・ボランティア団体を支援しているボラセンと協働することにより、講座参加者の一部を
ボランティア活動への参加につなぐことができた。
講座参加者へボラセンの存在を周知することができた（参加者34名中23名がボラセンを知らなかったと回答）。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

ボランティアを実際行っている方の体験談を交えると、より具体的なイメージを持ってもらえたと考える。また、「個人ボ
ランティアは青梅でどれくらいいるのか」という質問に回答することができなかったため、青梅市内の個人ボランティア
の実態把握、受け皿の検討をしていきたい。

協働によるまちづくりを実現するため、市民活動団体向けの講座とは別に、長い目で見て今回のような講座の重要性
を実感した。参加者アンケートから、経験者の体験談などの希望が多いことを把握したため、ボラセンの協力を得て実
施していきたい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、ホームページ、行政メール、LINE、Twitter、市民センターに掲示
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

「おそきだより」の発行

おそきの学校と地域を考える会

市民活動推進課市民活動推進係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年７月、１２月、令和５年３月

場所： 小曾木地区・小曾木市民センター

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２４年９月）

(２) 事業の目的

小曾木地域のイベントや課題の情報を共有し地域の一体性を高め、地域振興対策を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

若年層から高齢者まで、地域情報を得やすい環境をつくる

(４) 実施内容（実績値等）

７月、12月、３月の３回発行
情報誌の企画立案、取材調査、編集、発行。企画、取材活動を通じた地域課題、動向の把握。
(令和２年度まで年４回発行していたが、予算と効果の検証によりコロナ禍で３回に縮小した形となった)

(５) 事業経費（決算額）

144,084円
（印刷製本費48,028円×３回）

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

会員約30名からの情報により編集

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

平成２４年度市民提案協働事業で採択された

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 企画、情報収集、編集、発行、配布

行政側： 経費の負担、配布

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

5 4

5 5

5 4

5 5

5 4

5 5

4 4

5 4

4 3

3 2

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

市民側が主体となり地域情報を取得し地域発信を行うことで、地域状況の変化を市民目線で実施できるとともに、そ
の情報が地域と行政に発信され、地域一体感の醸成や地域活動の推進につながっている。

行政だけでは収集困難な市民の身近な情報や地域の課題を掲載することができ、市民目線で地域の状況を伝えるこ
とができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

地域の良さを含めた情報発信を行い地域住民の自己肯定感を向上させるとともに、地域課題を共有し改善につなげ
て行きたい。

他の地域への波及効果を期待する。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

市役所(PRコーナー・事務室窓口)での配布、第６支会による自治会加入全世帯へ配布、各市民センターでの配布、市
民活動団体・高齢者包括支援団体への配布
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

ネッツたまぐーセンターあそびばART2022

ネッツたまぐーセンターあそびばART2022実行委員会

市民活動推進課青梅市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和4年11月26日・27日

場所： ネッツたまぐーセンター

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成25年）

(２) 事業の目的

青梅市民センター文化祭からの継続事業、あそびば文化祭の名称を経て、現在の名称に。社会教育課共催。
ネッツたまぐーセンターを利用する自主グループによる作品展示、演技披露等を通じて、サークル活動を住民に紹介す
るとともに、ネッツたまぐーセンターを交流の場として活用し、文化の輪を広げる。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

ネッツたまぐーセンター利用自主グループの発表の場を設けるとともに、ネッツたまぐーセンターを交流の場として活用
することで、文化の輪を広げる機会とする

(４) 実施内容（実績値等）

ネッツたまぐーセンター利用自主グループの作品展示、演技披露等

(５) 事業経費（決算額）

15，400円（消耗品費）

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

自主サークル34団体

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

ネッツたまぐーセンター利用自主グループの発表の場を設けるとともに、ネッツたまぐーセンターを交流の場として活用
することで、文化の輪を広げるため

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側：
年４回の実行委員会に参加し、事業内容について協議を行う
事業の準備・撤収を主体的に行う

行政側： 実行委員会の事務局業務を行う

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 5

4 4

4 4

5 5

5 4

4 3

4 4

5 5

5 5

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

協働として実施することで、施設利用団体合同の発表の場を持つことができ、団体相互の交流を持つことが期待でき
る

普段は貸館業務が主であるため、文化祭は施設利用団体と交流できるいい機会となる

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

あそびばART（文化祭）が発表の場としてだけではなく、文化の輪を広げる「あそびば」となるよう取り組みを強化した
い

ネッツたまぐーセンターを交流の場として活用していくため、あそびばART（文化祭）が施設利用団体の発表の場とし
ての側面のみにならないよう、体験コーナーを多く設けるなど、文化の輪を広げる取り組みも強化したい

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、館内掲示ポスター・配架チラシ、実行委員私設のSNS　ほか
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

長淵市民センター運営協議会

第二支会、二小、青少対第二支会、スポーツ推進委員、青少年委員、文化団体会員、調
布ことぶき大学、公募委員

市民活動推進課長淵市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年７月１５日(第１回)、令和５年３月３日(第２回)

場所： 長淵市民センター　

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２０年４月）

(２) 事業の目的

長淵市民センターの効果的な活用を検討する

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民センターの効果的な活用と運営について、地域の団体や市民が主体となって協議する（年２回）

(４) 実施内容（実績値等）

市民センターの利用状況、住民票等交付状況、図書館利用状況、予算・事業等について

(５) 事業経費（決算額）

支出額　７６，２２３円（委員謝礼金　７６，０００円、郵送料　１，２２３円）

(１) 協働の形態

１、政策立案・事業企画等

(２) 協働相手の団体からの参加人数

参加人数：１０人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

青梅市市民センター運営協議会設置要綱

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： センター運営全般について協議する

行政側： センター運営全般について協議する

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

市民センターの現状の業務内容について知ることができるとともに、意見交換を通して市民センターの運営等に対し意
見、助言等を素直に伝えることができる。

委員との意見交換を通して地域との相互理解に役立っているとともに、市民センターにおける今後の運営へ反映する
ことができる。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

市民センターからの情報や委員同士の意見交換を通して、市民センターの効果的な活用についてについて考えていく
機会にしたい。

運営協議会の意見等を尊重しながら対応していきたいが、施設の改修等の予算化必要なものは協議会の意見が反映
されにくくなっている。また近年の協議会では議題等が形骸化している。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

不要・特になし
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

長淵地区文化祭

長淵地区文化祭実行委員会

市民活動推進課長淵市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年１１月１２日、１１月１３日

場所： 長淵市民センター　

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（昭和５３年１１月）

(２) 事業の目的

　長淵市民センターを利用している自主グループおよび長淵地区において活動している個人や団体の発表の場、長淵
地域の各種団体の出展により、地域コミュニティを推進し地域の活性化を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　長淵市民センター利用団体および地域団体・個人の発表の場等を設けるとともに、住民の親睦を図る機会とする。

(４) 実施内容（実績値等）

　長淵市民センター利用団体および地域団体・個人の発表の場等を設けるとともに、住民の親睦を図る機会とする。

(５) 事業経費（決算額）

支出額：８,５０９円（消耗品費　８,５０９円）

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

参加人数：　３６０人（２日間延べ人数）（２４団体および個人出展６人）

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

市民センター利用団体および地域市民の発表の場創設

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 実行委員会での打合せ。文化祭会場等の設営および片付け。

行政側： 実行委員会関係業務、文化祭日程の周知、展示等機材の提供。

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

利用団体および地域団体・個人の成果発表、団体相互の親睦、地域住民の交流の場として効果がある。

市民センターが身近に感じられる大きな要素と考える。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

発表の場所等のより良い会場づくり。

参加団体および入場者数の増加方法の検討。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、ホームページ、長淵市民センターだより
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

大門市民センター運営協議会

第三支会、スポーツ推進委員、子供会育成会、防災対策委員会、霞老壮大学、小学校
長、保育園園長、利用者団体、公募

市民活動推進課大門市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年７月２１日(第1回)、令和５年２月２４日(第2回)

場所： 大門市民センター第1・第2会議室

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２０年４月）

(２) 事業の目的

地域の団体や市民センター利用団体が主体となった協議機関として、大門市民センターに置く機能や運営の仕方につ
いて協議し、市民センターの効果的な活用と運営を目指す。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

地域の団体や市民センター利用団体が主体となった協議機関として、大門市民センターに置く機能や運営の仕方につ
いて協議し、市民センターの効果的な活用と運営を目指す。

(４) 実施内容（実績値等）

市民センターの在り方や利用状況、住民票等の交付状況および文化祭の開催等の行政との連絡や地域への情報発信
等については、概ね良好であるので、さらに利用しやすいセンターとなるよう努力する。

(５) 事業経費（決算額）

９５千円

(１) 協働の形態

１、政策立案・事業企画等

(２) 協働相手の団体からの参加人数

１０人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

青梅市市民センター運営協議会設置要綱

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側：
地域の特性や住民ニーズに応じた市民センター運営と地域の市民活動団体の拠点としての活用に向け
たセンターの運営全般について提言をする。

行政側： 市民側からの提案をセンター運営に活用する。

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

市民センターの施設利用の状況、住民票等証明書の交付状況および市民センター主催の生涯学習事業を知ることが
できた。また、施設利用上の問題点や有効利用に向けた意見交換ができた。

市民センター管内の住民や利用者からの意見を聞くことができる機会となった。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

活発な発言ができるようお互いの信頼関係をより深める。

市民センターをよりよく利用してもらうために、協議会の意見を尊重して運営に努めていく。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

特になし
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

大門市民センター文化展

大門市民センター文化展実行委員会

市民活動推進課大門市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年１１月１９日、２０日

場所： 大門市民センター体育館

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（　　　　年　　月）

(２) 事業の目的

大門市民センター利用団体、地域内小中学校および地域住民の活動の成果と発表の場とするとともに、地域住民に活
動を紹介することで、市民センターを交流の場として、団体と住民の親睦の輪を広げる。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

利用団体の活動および地域住民の発表の場を設けるとともに来場者の親睦を図る機会とする。

(４) 実施内容（実績値等）

利用団体および地域住民を展示し、２６３名の観覧者が訪れた。

(５) 事業経費（決算額）

消耗品費　４千円

(１) 協働の形態

１、政策立案・事業企画等

(２) 協働相手の団体からの参加人数

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

利用団体の自主性の向上と活動の活性化を図る。

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側：
団体代表者が実行委員として文化展の運営に当たる。前日および最終日に行政側と協働で会場設営・撤
去等を行う。

行政側：
実行委員会を開催して協議する。展示等に必要な備品や消耗品を用意する。展示パネルの設営・撤去を
行う。

２、影響あり（規模縮小）

31



３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

活動発表の機会があることにより、来場者に活動の成果を見てもらうことができた。展示に至るまでのプロセスを行政
側と協働することで、意見を述べやすくなった。

施設利用団体の活動内容を把握し、利用者との交流を図ることができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

団体の会員の高齢化が著しく、活動を継続することが困難になっている団体があるため、発表の場を兼ねて新規加入
を促す活動を行う。

来場者を増やすための方法を検討する。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

地域散歩

霞川くらしの楽校

市民活動推進課大門市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和５年３月２５日(予定)　※雨天のため中止

場所： 霞地区

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（　　　　年　　月）

(２) 事業の目的

参加者同士の交流と親睦を図り、身近な地域の歴史を学ぶ。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

多くの市民の参加により、幅広い年齢層と交流し、親睦を深める。

(４) 実施内容（実績値等）

霞川を散策しながら、講師から地域の成り立ちなどの歴史を学ぶ予定であったが、雨天のため中止した。

(５) 事業経費（決算額）

０円

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

大門地区(霞川流域)を活動拠点としていたので、事業を嫉視したい旨を相談したところ目的が合致したため

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 講師との連絡調整、事前協議、当日の引率

行政側： 事前協議、広報等での周知による参加者募集、当日の資料準備および引率

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

地域で活動している団体なので、地域住民との交流と団体活動の内容を知ってもらうことによって団体への賛同を得
られる。

身近な地域の歴史と自然が題材なので、地域住民の興味を誘いやすく交流を図る機会となる。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

市民に活動を伝える機会となるので、より広い地域を対象として今後も協働事業を行いたい。

テーマや場所を変えながら、大門地域を広く知ってもらえるように協働事業を実施していきたい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、大門市民センターだより
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

梅郷市民センター運営協議会

第4支会、支少年対策梅郷地区委員会、青少年委員、スポーツ推進委員、5小PTA、
青梅女性防火防災の会、利用団体、公募

市民活動推進課  梅郷市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和５年４月～令和６年3月

場所： 梅郷市民センター会議室

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（　平成20年4月　）

(２) 事業の目的

梅郷市民センターの効果的な活用等について検討する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民センターの効果的な活用と運営全般について意見を求めるため協議会を年2回開催する。

(４) 実施内容（実績値等）

市民センターの在り方について、市民センター利用および事業実施状況、出張所関係業務状況、図書館の状況等、行
政との連絡や地域への情報発信等について。

(５) 事業経費（決算額）

梅郷市民センター経費　（梅郷市民センター運営協議会委員謝礼金）決算額　90,000円　

(１) 協働の形態

１、政策立案・事業企画等

(２) 協働相手の団体からの参加人数

第4支会、支少年対策梅郷地区委員会、青少年委員、スポーツ推進委員、5小PTA、青梅女性防火防災の会から各1名、利用団体2名、公募
2名

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

青梅市市民センター運営協議会設置要綱

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： センター運営全般について検討する。

行政側： 意見を市民センター運営に反映させるように努める。

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

市民センターの運営状況や市政を間近で知ることができ、地域住民や利用者からの意見等を行政に伝えることができ
る。

地域住民や利用者からの意見を得る機会となり、市民センターの運営等について要望等を得ることができる。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

意見を出しても、センターの独自事業も限られ、予算的にも限られており、すぐに反映されない。

当協議会は報告等がメインとなっており議題が形式化してきている。地域住民の意見・要望を聞き取り、市民センター
の運営に反映させる。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

特になし
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

梅郷市民センター文化祭

梅郷地区総合文化祭実行委員会

市民活動推進課梅郷市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和4年１１月13日（日）

場所： 梅郷市民センター体育館

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（昭和５５年１１月 ）

(２) 事業の目的

地域の伝統や特性を生かし、生涯にわたる地域住民の多様な学習機会の成果を展示することで、地域の交流を促進
し地域社会における主体的活動の活性化を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

梅郷市民センター利用団体の発表の場を設けるとともに、地域住民の親睦を図る機会とする。

(４) 実施内容（実績値等）

梅郷市民センター利用団体の作品展示、地域団体等の交流を行った。飲食を伴うお茶のお点前はコロナ禍のため行
わなかった。

(５) 事業経費（決算額）

梅郷市民ンセンター経費　消耗品費　6,457円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

のべ600人

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

梅郷市民センター利用団体の発表の場を提供してほしいとの提案

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 文化祭実行委員会での打ち合わせ、文化祭会場の設営および片付け、展示品の収集展示

行政側： 文化祭実行委員会関係業務、文化祭日程の周知、展示に必要な物品の準備

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

4 4

4 4

4 4

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

日頃の活動成果発表の場、団体間親睦の場、地域住民との交流の場として効果がある。

利用団体の活動成果発表の場等を作るうえで活気が出る。また、意見交換ができ効果がある。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

活動成果発表の場としてのより良い会場づくりを目指す。

コロナ禍に注意しながら、参加団体および入場者数の増加をはかり、活気があり、楽しめる活動としていく。
体育館の入口で靴を履き替えると渋滞してしまい密になる可能性がある。
また、高齢者は転倒の危険性もあるため、靴のまま履き替えることなく参加できるように工夫する。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、ホームページ、行政メール、ツイッター、センターだより、農協等にポスター掲示
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

沢井市民センター運営協議会

第５支会支会長、自治会長、スポーツ推進委員、消防団分団長、
高齢者団体、小学校ＰＴＡ会長、市民センター利用団体代表、公募市民

市民活動推進課沢井市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和4年９月１6日(第１回)、令和5年３月１6日(第２回)

場所： 沢井市民センター

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成20年4月）

(２) 事業の目的

　　　沢井市民センターの効果的な活用を検討するもの。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　　　市の事務事業や地域団体事業等に対する意見や助言等を幅広く受け、今後の沢井市民センター運営
　 に反映させる。

(４) 実施内容（実績値等）

　　　沢井市民センターの利用状況、施設修繕の状況、市主催事業および地域団体事業等についての現状報告
　 および協議等を実施。

(５) 事業経費（決算額）

　　　沢井市民センター経費（謝礼金）　決算額　70千円

(１) 協働の形態

１、政策立案・事業企画等

(２) 協働相手の団体からの参加人数

　　　第1回：第５支会支会長（1）、高齢者団体（1）、小学校ＰＴＡ会長（1）、沢井市民センター利用団体代表（1）、
　　　　　　　 公募市民（2）の６人出席
　　　第2回：第５支会支会長（1）、自治会長（1）、消防団分団長（1）、高齢者団体（1）、小学校ＰＴＡ会長（1）、
　　　　　　　　沢井市民センター利用団体代表（1）、 公募市民（2）の８人出席　

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

　　　青梅市市民センター運営協議会設置要綱の規定により、沢井市民センターの効果的な活用を検討する。

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側：
　地域活動を行う団体、市民の視点で、沢井市民センターの運営にかかわる各種事業等について、
様々な角度から意見、助言を行う。

行政側：
　地域活動を行う団体、市民からの率直な意見、助言を受けてこれを協議し、沢井市民センターが実施す
る市の事務事業や地域団体事業等への支援などに、可能な限り反映させる。

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

4 4

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

　協議回数は少ないものの、沢井市民センターを運営する行政側の考え方を理解するとともに、意見、助言等を
率直に伝えることができた。

　市民からの率直な意見、助言等を受けて相互に議論するとともに、より良い沢井市民センター運営に向けて
行政と市民の相互の認識を一致することができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

　市民としてもっと広い視点で議論を交わす必要がある。また、サービスを受ける側として、沢井市民センター
の運営には、市民がもっと積極的にかかわっていくことが重要である。

　直接市民からの意見、助言等を受け議論する機会を確保することは行政として重要であり、今後も積極的に市民の
意見、助言等をお聞きし議論する中で、より良い沢井市民センターの運営に繋げていく必要がある。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

情報提供の実施は特にありません。
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

三田地区総合文化祭

青梅市自治会連合会第５支会、清涼会（高齢者団体）、
西東京農業協同組合二俣尾支店、沢井市民センター利用団体

市民活動推進課沢井市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和4年１１月１3日（日）　

場所： 沢井市民センター

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（昭和54年11月）

(２) 事業の目的

　　　地域住民等の文化意識の向上と地域の活性化を図る。また、出品、出展、出演者等との開催協力などを
   通じて、住民相互のふれあいや、趣味、生きがい等の発見機会を提供する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　　　来場者数７００人の確保。作品の出品、出展および演技披露等を通じて住民相互の交流に成果を上げる。

(４) 実施内容（実績値等）

　　　来場者数572人。出品、出展、演技披露等を通じて住民相互の交流が図られた。

(５) 事業経費（決算額）

　　　沢井市民センター経費（消耗品費）　決算額　2千円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

　　　青梅市自治会連合会第５支会（12）、清涼会（高齢者団体20）、
　　　西東京農業協同組合二俣尾支店（20）、沢井市民センター利用14団体（140）から192人参加

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

　　　沢井市民センターを利用している各種団体等の作品・演技のほか、地域で栽培した農作物等の観賞
　 および即売会等を通じて、多くの住民等がこの事業に参加するとともに、各種団体等の交流の場を提供し、
　 地域の活性化に繋げる。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 　主催者会議・事前説明会出席、会場準備、当日の運営協力、展示または出演、会場片付け

行政側：
　主催者会議・事前説明会出席、会場・必要物品の確保、開催通知・広報、会場準備、進行管理、
会場片付け

３、影響あり（実施方法変更)
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

4 4

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

　発表の場が広がることで活動の励みとなり、連帯意識も高まる。市民センター利用者間の交流に発展するきっかけと
なった。

　この事業を共催することにより、集客効果が大きくなるとともに、この事業を通して普段交流の少ないセンター
利用者間の横の繋がりが期待できるほか、協働作業は、日ごろの市民との距離感を縮めることができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

　少子高齢化が進む中、若い世代の参加および来場者を増やす工夫が必要である。

　市民センター利用団体も高齢化が進んでおり、日ごろから子育て中の親子など、若い世代のセンター利用を促進す
る中で、利用団体の増加を促す必要がある。また、若い世代が興味を示す催しを取り入れていく必要がある。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

　本事業については、自治会回覧、ポスター掲示、市民センターだより掲載により、住民等へ情報提供した。
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

小曾木市民センター運営協議会

自治会連合会第６支会、青少年委員、民生委員、市民センター利用団体、公募委員

市民活動推進課小曾木市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： ８月６日(第１回書面開催)、２月１９日(第２回書面開催)

場所： 小曾木市民センター

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２０年４月）

(２) 事業の目的

　小曾木市民センターの運営を適正かつ効果的に行うことを協議する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　小曾木市民センターの運営を適正・円滑に行い、かつ効果的な活用を図る。

(４) 実施内容（実績値等）

　小曾木市民センターの利用状況、図書館の利用状況、令和３年度の予算の概要、市民センターの教室・文化祭等に
ついて

(５) 事業経費（決算額）

　運営協議会委員謝礼金　０円（書面会議のため謝礼金の執行は無かった）

(１) 協働の形態

１、政策立案・事業企画等

(２) 協働相手の団体からの参加人数

延べ２０人（第１回(書面会議)１０人、第２回(書面会議)１０人）

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

　青梅市市民センター運営協議会設置要綱による。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側：
　地域特性や地域の住民ニーズに対応した市民センターの運営と地域の市民活動団体等の拠点としての
活用に向けて市民センターの運営全般について提言する。

行政側： 　地域の発展に向けて市民センターのあり方について検討する。

３、影響あり（実施方法変更)
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 3

3 3

4 3

4 4

3 3

3 3

3 3

4 3

3 3

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

住民や施設利用者の意見や要望を伝えることができ、かつ、運営状況が掴めた。

第１・２回目とも、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため書面での会議としたが、委員から率直な意見や要望を
聞くことができ、市民センターの運営に反映させることができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政のさらなる情報提供による利用者の率直な意見や要望の聞き取り。

当協議会は、運営が固定化していきているので、個々の市民センターで設置する必要性は薄いと考える。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

特になし
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

小曾木地区文化祭

小曾木地区文化祭実行委員会

市民活動推進課小曾木市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和4年１１月12日、13日

場所： 小曾木市民センター

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２０年４月）

(２) 事業の目的

　市民センター利用団体や地域住民、小・中学生の活動の成果としての作品を展示すること等により、市民に紹介し、
地区の連携、コミュニティの醸成を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　利用団体の活動発表の場を設け、団体相互の親睦を図るとともに、市民センター利用団体の資質の向上を図る。

(４) 実施内容（実績値等）

　過去の市民センター主催事業を発端に作られたサークル主催での形は、高齢化等により限界を迎え昨年実行委員
会が解散した。今年度は、市民センター利用団体により新たな体制で実行委員会を組織して、小曾木地区総合文化祭
（小曽木っ子まつりと同時開催）を開催した。コロナ禍でもあり、感染拡大防止のための制限は付けての開催とした。高
齢者施設の入所者の参加は少なかった。

(５) 事業経費（決算額）

小曾木地区文化祭　－円　　（小曽木っ子まつり72,026円団体負担）

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

実行委員14人。当日参加者約４４０人。

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

市民センターで活動中のサークルの発表の場や地域住民の作品発表の場を設ける。

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 実行委員会での検討、作品の取りまとめ、文化祭当日の会場準備、作展示および片付け

行政側： 文化祭実行委員会の開催準備から文化祭の周知、会場の事前準備・片付け等

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

5 4

4 4

4 4

4 4

4 4

5 4

5 4

4 4

5 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

利用団体や地域住民の成果発表、相互理解、地域の親睦、交流を深める。
小曽木っ子まつりとの同時開催により、子どもから高齢者まで楽しめるゲーム、マジック、ハイレベルなウインドアンサン
ブルの演奏など、交流の年代や幅が大きく広げることにつながった。

市民と行政が共同で文化祭を実施することで、市民にとってセンターがより身近なものになる。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

出展者も参加者も文化祭のみの場合には高齢化等に伴い減少傾向となるが、子どもも楽しめる内容を含めることによ
り高齢者の方の笑顔や元気もより増しているように感じる。コロナ禍が緩んできたら、市民センター施設をさらに有効
に活用して、一層充実した形に進化させたい。

あらたな取り組みを検討していく時期にきている。多くの方に参加いただけるよう努めていきたい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

ホームページ、センターだより掲載、地域回覧、出展者は個別勧誘も一部実施
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５　事業の様子（写真等）

展示：老壮大学 遊びコーナー 吹奏楽コンサート

六中生徒茶室 高齢者脳の元気度チェック 魚釣りゲーム

展示：おそき保育園など 制作コーナー マジックモンちゃん

展示：高齢者施設など 青少対ポップコーンなど
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

成木市民センター運営協議会

第七支会、支会体育振興会、支会防災対策委員会、成木地区教育環境研究会、青少年
対策成木地区委員会、施設利用団体（スポーツ団体、文化団体）、公募委員

市民活動推進課成木市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年８月２日、令和５年３月３日

場所： 成木市民センター

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２０年４月）

(２) 事業の目的

市民センターの運営を適正かつ円滑に行うため

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民センターの効果的な活用と事業活動の充実

(４) 実施内容（実績値等）

市民センター施設の利用状況、市民センター主催事業の成果報告、市民センター予算の概要説明

(５) 事業経費（決算額）

市民センター運営協議会委員謝礼金　95，000円（委員延べ１９人分）

(１) 協働の形態

１、政策立案・事業企画等

(２) 協働相手の団体からの参加人数

１０人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

青梅市市民センター運営協議会設置要綱（平成２０年４月１日）

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 地域市民の活動拠点として利用するため、センター運営の全般について提言を行う。

行政側： 地域の特性や住民ニーズに則した市民センター運営を行うため

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

市民センターから発信される情報に傾注し、移民センターのあり方について意識するようになる。

市民センターの運営について、率直な意見や要望がより具体的に寄せられる。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

成木地区文化祭

成木地区文化祭実行委員会

市民活動推進課成木市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年１１月１２日、１３日

場所： 成木市民センター

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成１７年６月）

(２) 事業の目的

市民センター利用団体や地域住民、小中学生の活動状況である展示、演舞・演奏を発表することにより地域の連携や
コミュニティの醸成を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

利用団体、地域住民および小中学生の活動支援ならびに地域の結びつきの強化につながった。

(４) 実施内容（実績値等）

センター利用団体および地域住民の作品展示、演舞・演奏、小学校総合学習の成果の発表ならびに農産物の販売
展示：１５団体、演舞・演奏団体：４団体、農産物販売：１団体、来場者：571人

(５) 事業経費（決算額）

０円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

２０団体

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

成木市民センター利用団体および地域住民の学習の成果の発表の場の提供

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側：
実行委員会での検討、文化祭当日の会場の準備および片付け
参加団体による作品展示および演奏・演舞

行政側： 実行委員会開催準備から事業の周知および会場の事前準備等

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

利用団体や地域住民の成果の発表、相互理解ならびに地域の親睦およびつながりが深化した。

行政と市民が一体となり推し進めることで、市民センターがより身近で親しみのある存在となった。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

文化祭の規模拡大への方策として、周知方法や若年層の参加方法を考慮すべき

地域環境を生かした農業振興による農作物の販売が好評であるので継続したい。
地域住民の作品の募集に対しては、早い時点での働きかけが必要である。
より多くの方の参加につながるよう努めていきたい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

東京ヒルクライムNARIKIステージ（自転車競技）

第七支会、（社）里仁会、KFCトライアスロンクラブ

市民活動推進課成木市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和4年5月29日

場所： 成木４丁目都道～成木７丁目常盤林道

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成１９年８月）

(２) 事業の目的

恵まれた自然環境を活用した健康づくりを目指す。また、恵まれた自然環境を保護する意識向上を図るため、地域と
交流を図り一体感を深める。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

目標参加者数３００人、参加選手と地域との親睦

(４) 実施内容（実績値等）

成木市民センターをスタートし、常盤林道終点をゴールとする。

(５) 事業経費（決算額）

０円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

０人（中止のため）

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

地域の一体化を図るため

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 開催準備、交通整理、受付業務、撤収作業

行政側： 準備品用意、交通整理

５、影響あり（中止） 
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

3 3

3 3

3 3

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

事業中止となったものの、計画段階において協議等を行う中、地域との連絡がスムーズに行われ、地域との関係を深
めやすくなった。

事業中止となったものの、計画段階において、参加者と地域が一体となって協議することで、相互の理解を深めること
ができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

開催規模の増大に伴う受け入れ環境（施設の充実）の確保と周知の方法

受け入れ環境（施設の充実）の確保と競技自体の安全確保

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

東青梅市民センター運営協議会

第八支会、青梅市スポーツ推進委員、青少年対策第八支会地区委員会、東青梅老壮大学、センター利用団体からス
ポーツ団体、青梅女性防火防災の会第８支部、青梅市青少年委員、ＮＰＯ法人青梅こども未来、公募委員

市民活動推進課東青梅市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年８月４日、令和５年２月２日

場所： 東青梅市民センター第１会議室

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２０年　４月）

(２) 事業の目的

市民センターの効果的な運営や活用方法を検討する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民センターの効果的な活用と運営全般を協議するため、運営協議会を年２回開催する。

(４) 実施内容（実績値等）

東青梅市民センターの概要・利用状況、住民票等交付状況、予算・事業等について

(５) 事業経費（決算額）

東青梅市民センター運営協議会委員謝礼金　100，000円

(１) 協働の形態

１、政策立案・事業企画等

(２) 協働相手の団体からの参加人数

延べ２０人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

市民センター運営協議会設置要綱

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 市民センター運営のあり方を検討する。

行政側： 市民からの提言を市民センター運営に反映させるよう努力する。

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

4 4

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

行政に対し、利用者の視点から意見や要望を伝えることができた。

市民の代表から率直な意見を聞くことにより、市民センターの運営に反映することができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

東青梅１丁目地内諸事業用地等利活用構想について、避難場所としての市民センターの役割や、ホールの形態など、利
用者の関心が非常に高い。利用者の声を十分反映し、より使いやすいものとなるよう、今後の動きに注視していきたい。

利用者の視点で出された意見等を集約し、市民センターの運営に反映させる役割を果たしてきたが、最近は報告がメイ
ンとなり議題が形骸化してきているのが課題となっている。委員から率直な意見を聞くことにより、市民センターの運営
に反映さていきたい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

第４１回東青梅市民センターコミュニティ文化祭

東青梅市民センターを主な活動場としている文化系サークルおよび第八支会に在
住・在勤する文化活動者

市民活動推進課東青梅市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年１０月１５日（土）、１６日（日）

場所： 東青梅市民センター体育館

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（昭和５７年　１０月）

(２) 事業の目的

東青梅市民センターコミュニティ文化祭は、東青梅市民センターを主な活動場としている文化系サークルおよび第八
支会に在住・在勤する者の日頃の文化活動の成果（作品および演舞、演奏等）を発表する場としている。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

感染症対策をした上で、東青梅市民センターを主な活動場としている文化系サークルおよび第八支会に在住・在勤す
る者の日頃の文化活動の成果（作品および演舞、演奏等）の発表の場を提供する。

(４) 実施内容（実績値等）

スリッパおよび手指消毒の徹底と入場者受付の際に連絡先を確認するなどの感染症対策を行って、実施した。観覧者
数は、２日間で延べ1,332人。出品作品数は、549点。演技披露は、3団体。

(５) 事業経費（決算額）

展示用消耗品費　15,664円　実行委員会会議通知郵便料　4,620円　

(１) 協働の形態

１、政策立案・事業企画等

(２) 協働相手の団体からの参加人数

30名

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

団体の自主性、協調性を向上させ、活動の活性化を図る。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側：
団体代表者が実行委員として文化祭の運営に当たる。行政側と協働で会場設営・撤去等を行う。来年度に向けた
反省点等を行政側と意見交換する。

行政側：
実行委員会を開催して実施協議と反省会を行う。展示等に必要な備品や消耗品を用意する。展示パネルの搬入・
搬出を行う。

３、影響あり（実施方法変更)
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

5 5

5 5

5 5

4 4

5 5

5 5

5 5

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

　活動発表の機会を得て、来場者に活動の成果を見てもらうことができた。また、会員募集にもつなげられた。
　協働する実行委員会で決定した、感染症対策として、準備や片付けに携わる人数を制限したことにより、地元自治会
がパネルの配置や片付けを役割を分担した。これにより、高齢化している団体の会員の負担が、軽減された。

　施設利用団体の組織の現状把握と活動内容を把握することができたし、団体との交流も図ることができた。
また、地元自治会の会員の文化活動の状況を見ることができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

　団体の会員の高齢化と会員数減少が著しく、活動のを継が危ぶまれるような団体が増えているため、活動発表の場
兼会員募集の場として利用する。

　2日目の終了時間について、地元自治会中心に同時開催している「ささえあいフェスティバル」が午後3時に終了して
しまい、これに合わせて地元自治会の展示物を午後3時に片付けさせてほしいとの要望があり、終了時間を実行委員
会で検討する。
　団体の会員の高齢化と会員数減少により、今後は感染症対策の実施の有無にかかわらず、パネルの配置や片付け
については、地元自治会の協力が必須となるので、その調整が必要となる。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
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了
後

広報おうめ・ホームページへ開催記事の掲載、チラシの自治会回覧、自治会掲示板へポスターの掲出
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

第八支会ささえあいフェスティバル

東青梅市民センターを主な活動場としている文化系サークルおよび第八支会に在住・
在勤する文化活動者

市民活動推進課東青梅市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年１０月１６日（日）※作品展は１０月１５日（土）から

場所： 東青梅市民センター

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２８年　１０月）

(２) 事業の目的

　第八支会と第八支会関連団体および管内小中学校、保育園、ボランティア団体等と連携して、地域の自治会活動の活
性化、見える自治会活動を図るとともに、東青梅市民センター文化祭と同時開催することにより地域の文化事業の充実
を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　感染症対策を徹底した上で、
　１　新たな視点（小中学校、保育園との連携、地域活動団体の紹介）で、自治会活動の見直しとこれからの「見える
　　　自治会活動」へつなげる。
　２　来場者数の増加を図り、東青梅市民センター文化祭の充実に寄与する。（市民センター事業のＰＲと文化団体
　　　の活性化）

(４) 実施内容（実績値等）

　感染症対策（スリッパおよび手指消毒の徹底と入場者受付の際に連絡先を確認し、リストバンドの着用等）を行って、
実施した。入場者数は、２日間で延べ1,332人。出品作品数は、549点。文化祭での演技披露は、3団体。「ささえあい
フェスティバル」での演技披露は、６団体。
　１ 小中学校児童生徒、保育園児、自治会員有志による作品の展示（作品数２８９点）
　２ 青梅交通安全協会第八支部、青梅市青少年対策第八支会地区委員会、東青梅地区環境美化委員会の活動紹
　　介および第八支会地域の安全を守る会と青梅警察署による防犯の呼びかけ
　３ 農産物の販売（地産地消）
　４ 障がい者支援団体・ボランティア団体・ＮＰＯ法人の活動紹介および物品販売
　５ 演技披露（鼓笛演奏・キッズダンス・囃子連・フラダンス・ＡＥＤ講習・かっぽれ）　

(５) 事業経費（決算額）

事業費総額　1,227,131円　（地域の底力発展事業助成金　1,000,000円）
　支会負担　　　227,131円
　行政負担なし　

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

団体名：青梅市自治会連合会第八支会　
参加人数：第八支会役員等スタッフ　５１名　　参考：団体参加者数　約３５０人（小中学生等作品提出者含む。）

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

　平成２８年に第八支会が５０周年を迎え、新たな視点での自治会活動を展開していくことと、来場者数が減少していた
東青梅市民センターコミュニティ文化祭の活性化、ふたつの相乗効果を図るため。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側：
会場設営、小中学校・保育園・自治会会員への作品提供依頼、回覧による周知、フェスティバル運営、来場者整理、
参加団体の支援、自治会加入促進活動、文化祭会場設営・撤去等

行政側：
会場の確保、市民活動・障がい者支援団体への参加呼びかけおよび調整、地域の底力発展事業助成金の申請・実
績報告、ポスター等の作成、予算管理・決算報告等

３、影響あり（実施方法変更)
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

5 5

5 5

5 5

5 5

4 4

5 5

5 5

5 5

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

　各自治会や地域の団体の活動内容などを多くの来場者へ周知することができた。

　東青梅市民センターコミュニティ文化祭と同時開催することで、会場設営や片付け等の労力を協働相手にサポートし
てもらうことができたし、観覧者数も増やすことができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

　この事業を継続することにより、自治会への加入促進につなげていく。

　参加団体の数を増やしたり、参加事業内容を精査して、魅力ある事業とする。

計
画
段
階

実
施
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階

事
業
終
了
後

広報おうめ・ホームページへ開催記事の掲載、チラシの自治会回覧、自治会掲示板へポスターの掲出
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

新町市民センター運営協議会

青梅市自治会連合会第九支会、青少年対策新町地区委員会、青梅市スポーツ推進
員、小学校ＰＴＡ、中学校ＰＴＡ、利用団体代表、市民公募

市民活動推進課新町市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間：
第１回：令和４年８月４日（木）
第２回：令和５年３月２日（木）

場所： 新町市民センター会議室　

１、単年度事業　　２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２０年４月）

(２) 事業の目的

新町市民センターの適正かつ効果的な活用の検討

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

新町市民センターの利用利便性および利用率の向上を図る。

(４) 実施内容（実績値等）

市民センターの利用状況、施設整備状況、センター実施事業等について報告・協議を行うとともに、センター文化祭の
実施計画及び役割分担等について協議する。

(５) 事業経費（決算額）

新町市民センター運営協議会委員謝礼金　８５,000円（第１回　4５,000円　第2回　４0,000円）

(１) 協働の形態

１、政策立案・事業企画等

(２) 協働相手の団体からの参加人数

青梅市自治会連合会第九支会２名、青少年対策新町地区委員会１名、青梅市スポーツ推進員１名、小学校ＰＴＡ１名、
中学校ＰＴＡ１名、利用団体代表２名、市民公募２名　計１０名

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

市民センター運営協議会設置要綱

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側：
市民センターの運営について検討・協議するとともに、実行委員会の中心として、センター文化祭につい
て企画運営を行う。

行政側：
センター事業の実施状況について報告するとともに、必要な情報の提供に努め、運営協議会での協議検
討結果を運営に生かす。

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

地域住民や施設利用者の意見を行政（新町市民センター）に伝え、センター運営に生かすことができた。

　市民センターの事業運営について、地域団体や利用団体からの様々な意見、要望を聞くことにより、センター運営に
資する貴重な意見を聞くことができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

これまで以上に便利かつ利用しやすい市民センターとなるよう、意見要望していくとともに、具体的な改善策などさらに
積極的に運営に関わっていくことが必要と思われる。

　近年協議会がやや組織運営が形式化してきていると考えられる。各市民センターごとの設置の必要性も含めて検討
すべきである。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
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後

特になし
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

新町末広町地区市民文化祭

新町末広町地区市民文化祭実行委員会

市民活動推進課新町市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年１１月1２日（土）、１１月1３日（日）　

場所： 新町市民センター

１、単年度事業　　２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（　　　　　年　　　　月）

(２) 事業の目的

新町市民センター利用団体などの文化活動の発表の場として、またふれあいの場として文化祭によりセンターに来館
し、活動することにより、地域住民の交流による地域コミュニティの活性化を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

参加団体２０団体、体育館入場者　２日間合計７５０人

(４) 実施内容（実績値等）

参加団体15団体、体育館入場者　２日間合計438人

(５) 事業経費（決算額）

文化祭パンフレット紙代　8,607円　文化祭パネル運搬代　50,600円　文化祭白布クリーニング代　17,184円
計　76,391円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

新町末広町地区市民文化祭実行委員会　10名

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

市民センターで活動中のサークルの発表の場を提供

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 実行委員会を組織し、主体的に文化祭の企画・運営を行う。

行政側： 実行委員会事務局として運営にかかわるとともに、文化祭の周知及び機材等の準備をする。

３、影響あり（実施方法変更)
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

各団体や地域住民が活動状況を発表する場として有効であるとともに、文化祭に参加することにより地域と団体との
交流が拡がる。

地域住民の自主的な運営により、事務局がさほどかかわることなく、事業が柔軟かつ円滑に実施されている。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

来場人数が減ってきている。より人を呼べる企画運営を検討する必要がある。

一部マンネリ化している。また、コロナの影響で来場人数が減っている。人を集められる企画や新規団体の開拓を行う
とともに、新たな視点による実施等が求められる。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

青梅市広報・市民センターだより

66



事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

河辺市民センター運営協議会

河辺市民センター運営協議会

市民活動推進課河辺市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年６月２３日（木）、令和５年２月１１日（土）

場所： 河辺市民センター

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２０年４月）

(２) 事業の目的

市民センターの効果的な活用方法の検討

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民センターの利用率の向上と効果的な活用

(４) 実施内容（実績値等）

市民センターの利用状況、住民票等証明発行事務の状況、子育て広場の利用状況等に関する報告
施設改修実施結果報告および今後の施設改修計画と予算措置状況報告

(５) 事業経費（決算額）

７０，０００円（委員謝礼金）

(１) 協働の形態

１、政策立案・事業企画等

(２) 協働相手の団体からの参加人数

１０人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

青梅市市民センター運営協議会設置要綱にもとづく

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 市民センターの効果的な活用方法の提案、協力

行政側： 協議会意見等にもとづき市民センターの運営に活用

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

協働のメリットの一つである対等な立場で話し合いをすることができ、いろいろな意見を出すことができた。

センターの問題点等を利用者側（市民側）の立場から聞くことができた。このことは協働のメリットである「対等な立場」
が生かされ、市民側も緊張することなく意見を出してくれた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

対等な立場で話し合いができるが、施設の改善等、予算を伴う案件についての話になると、見送りになることが多く、
意見を出しても施設の改善がなかなか進まない。

多くの意見をいただくが、予算を伴う場合は要望に沿えないことがあり、意見として伺うにとどまることが多い。

計
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広報おうめ、河辺市民センターだより　等
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

河辺市民センター文化祭

河辺市民センター文化祭実行委員会

市民活動推進課河辺市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年１０月２２日（土）、１０月２３日（日）

場所： 河辺市民センター

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（昭和６１年１１月）

(２) 事業の目的

市民センターの利用団体の活動状況を広く市民に紹介し、活動への参加を促すとともに、地域住民の作品展示や舞台
発表を行うことにより、河辺地域のコミュニティの醸成を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民センター利用団体の発表の場を設け、地域住民の親睦を図るとともに地域コミュニティの醸成を図る。

(４) 実施内容（実績値等）

市民センター利用団体および地域住民の作品展示、演奏、演技等の紹介および第１０支会、青少年対策第１０支会地区
委員会、食育クラブ等の模擬店出店

(５) 事業経費（決算額）

27,192円（消耗品費）

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

市民センターで活動中のサークルの発表の場を提供してはと提案

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 会場準備、片付け。来場者受付、駐車場管理

行政側：
参加団体呼びかけ、日程調整、会場確保、展示用資材、音響設備等の提供、舞台発表プログラム作成、
許認可申請手続き、広報

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

4 4

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

市民センターを拠点とする団体や地域住民の発表の場ができ、多くの方に見てもらうことができた。

場を提供することにより、利用者とコミュニケーションが図られた。
市民センターの存在を参加団体や出品者を通じ、広く市民に周知することができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

市民センター利用団体、地域住民がより多くの参加、発表をすること。
参加者の高齢化による力仕事を伴う準備、片付けが負担となってきている。

参加団体、地域住民参加の増加

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、河辺市民センターだより　等
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

今井市民センター運営協議会

自治会連合会第11支会、青少年対策第１１支会地区委員会、スポーツ推進委員、女性防火防災の会第
１１支部、保育園園長、今井市民センター利用団体、公募委員

市民活動推進課今井市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年７月８日、令和５年２月２８日

場所： 今井市民センター会議室

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２０年４月）

(２) 事業の目的

今井市民センターの運営を適正かつ効果的に行うことを協議するため。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

今井市民センターの運営を適正・円滑に行いかつ効果的な活用を図る。

(４) 実施内容（実績値等）

今井市民センターの利用状況および運営、令和４年度の予算の概要、今井市民センター文化展、今井市民センター事
業等について

(５) 事業経費（決算額）

運営協議会委員謝礼金　90，000円

(１) 協働の形態

１、政策立案・事業企画等

(２) 協働相手の団体からの参加人数

延べ１８人（第１回８人、第２回１０人）

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

今井市民センター運営協議会設置要綱による。

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 市民センター運営のあり方を協議・検討する。

行政側： 必要な情報を提供し、協議・検討内容を市民センターの運営に活用する。

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

3 3

3 4

4 4

4 4

3 4

4 4

3 4

3 4

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

地域住民や施設利用者からの意見や要望を行政に伝えることができた。また、市民センターの運営状況等を理解する
ことができた。

市民センターの運営状況等について、理解をいただくとともに、市民センターのあり方等について、意見や要望を聞く
ことにより、市民センターの運営に反映することができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政の報告等を踏まえ、センター運営について利用者の率直な意見や要望を伝える。

当協議会は報告がメインとなり議題が形骸化している部分がある。市民センターのあり方等について、地域の意見や
要望を聞くことにより、市民センターの運営に反映させていく。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

特になし
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

今井市民センター文化展

今井市民センター文化展実行委員会

市民活動推進課今井市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年１０月２９日(土)、30日(日)

場所： 今井市民センター体育館

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成１３年１１月）

(２) 事業の目的

　今井市民センター利用団体の活動成果を地域市民に紹介するとともに、市民センターを地域市民の交流の場、ふれ
あいの場として活用し、親睦の輪を広げさらに深めることを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　利用団体の活動発表の場を設け、団体相互の親睦を図るとともに、市民センター利用団体の資質の向上を図る。ま
た、より多くの来場者数を目指す。（元年度来場者数５３５人）

(４) 実施内容（実績値等）

・市民センター利用団体などの４団体の作品（切り絵、書道、陶芸等）展示の他、長寿会と今井自治会連合会の活動活
動紹介及び明るい選挙推進協議会活動のコーナーを設けた。
・参加者４０７人（検温・手指消毒）

(５) 事業経費（決算額）

文化展開催のための消耗品費　１１，０５０円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

参加者６６人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

利用団体の活性化を図るため

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 実行委員会により会場の配置図等を作成し、自治会の協力を得ながら、各団体で会場を設営する。

行政側： 会場の確保と展示用具等を提供する。

３、影響あり（実施方法変更)

74



３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

3 4

3 4

3 3

4 4

3 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

新型コロナウイルス感染症の影響でここ数年開催できなかったが、本事業は、活動発表の機会を協働で行うことによ
り、より多くの市民に活動成果を見てもらうことができ、地域住民の交流の場として効果がある。

新型コロナウイルス感染症の影響で数年ぶりの開催となったが、施設利用団体の活動の把握と交流が図れる事業で
あり、また、市民センターの存在を参加団体や出品者を通じ広く市民に周知できるので継続的に実施していくことが望
ましいと考える。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

・２日目は、ふるさと祭りと同時開催となるため、終了時間が実質的に予定より早くなってしまっているので、開催時間
についての調整が課題
・参加団体が少なく、また、開催決定時期が遅かったので、展示作品が少なかったので、参加団体や展示作品を増や
すことが課題

４年度は、この間の新型コロナウイルスの影響もあり、参加団体が例年になく少ない中での開催となってしまったので、
今後、より多くの団体の参加が課題

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

自治会回覧
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

市民ウォーキング

青梅市自治会連合会第１１支会

市民活動推進課今井市民センター

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和５年１月２２日(日)

場所： 今井市民センター～霞川遊歩道～塩船観音寺

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成20年１月）

(２) 事業の目的

　市民の体力増進、健康保持を目的に霞川遊歩道を中心に歩き、塩船観音寺で歴史に触れ、地域の連帯と異年齢層
の交流と親睦を図ることを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　体力増進、健康保持を目的として霞川遊歩道を塩船観音寺まで歩く。多くの市民が参加することにより、地域コミュ
ニティの進展に繋げる。（１００人程度の参加を目指す。）

(４) 実施内容（実績値等）

・今井市民センター～霞川遊歩道～塩船観音寺～霞丘陵ハイキングコース～立正佼成会～
　霞川遊歩道～今井市民センター【距離８．５㎞、所要時間約３時間】のコースで実施
・参加者９５人（※検温・マスクの着用）　

(５) 事業経費（決算額）

（必要経費については、青梅市自治会連合会第１１支会体育振興事業会計から全額支出）

(１) 協働の形態

１、政策立案・事業企画等

(２) 協働相手の団体からの参加人数

４８人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

　市民の体力増進、健康保持と合わせて地域の連帯と異年齢層の交流、親睦を図るため、第11支会を中心に参加者
が集い、地域と住民相互の親睦を深める。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 　コースの実踏、第11支会各種団体への参加要請、開会式・閉会式の進行、ウォーキング中の運営等

行政側： 　コースの検討と資料等の作成、消耗品の購入、準備品の用意等

３、影響あり（実施方法変更)
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３　双方による評価等

市民側 行政側

5 4

4 4

4 4

5 5

4 4

4 4

5 4

3 3

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

新型コロナウイルスの影響で、数年実施できなかったが、本事業は、市民の体力増進や健康保持と合わせ、参加者相
互の親睦が図れる。

本事業は、行政と地域、地域間の親睦と協力を深めることができる事業であり、参加も容易なので、継続的に実施して
いくことが望ましいと考える。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

・より多くの市民の参加が課題
・実施時期が寒い時期なので、他の事業との調整も必要だが、開催時期を検討が必要

・より多くの市民の参加が課題
・より魅力ある新たなコースの検討が課題

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、ホームページ、自治会回覧、電子回覧、ポスター掲示
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

おうめ環境フェスタ

おうめ環境市民会議

環境政策課管理係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 6月～2月末

場所： 市役所および市内全域

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成21年3月）

(２) 事業の目的

市民感覚を取り入れた、市民目線の環境に関する催事を通じ、日常的に環境を意識する市民啓発を行うこと

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民感覚を取り入れた、市民目線の環境に関する催事を通じ、日常的に環境を意識する市民啓発を行うこと

(４) 実施内容（実績値等）

市内市民団体によるパネル展示および市内図書館内における環境関連図書コーナー設置（６月）
基調講演の実施（9月11日）
おうめ環境マップの作成・配布（10月～2月末）

(５) 事業経費（決算額）

128,643円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

3人

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

平成２０年度におうめ環境市民会議から提案を受け協働開始

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 事業原案、会場設営、展示物提供、ワークショップ・当日の運営全般、講師の選任・依頼等

行政側： 事業内容に関する協議と広報等のメディアによる募集、会場・事業予算の確保等

３、影響あり（実施方法変更)
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

5 5

5 5

5 5

5 5

4 4

5 5

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

市民への環境意識啓発協働事業として２００９年から始まった、６月環境月間「おうめ環境フェスタ」の、ワークショップ
やフリーマーケット、フィールドワークが、新型コロナウィルス禍により２０２０年度は中止となり、２０２１年度は参加者の
非接触型環境活動パネル展示と、青梅市全図書館の環境書籍コーナーの設営のみになった。これを反省して２０２２年
度は通年型を試み、６月は環境パネル展示と環境図書コーナー設営、９月に「基調講演」、１０月に青梅市全域の通年
型市民環境活動啓発事業として、参加者の見える化と、ネットワークの拡充を目指して、手形折込のパンフレット「環境
マップ」を発刊し、広域配布で市民に好評を頂いた協働事業となり、２０２３年度版を準備中である。

コロナ前に実施していた１点集客型の事業を見直し、年間を通した環境啓発事業として実施することができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

新型ウイルスコロナ禍で２０２０，21年度は各自治体も環境フェスティバル中止や非接触型事業がなされた。青梅市で
の２０22年度事業は、従来からの6月環境月間中の環境活動パネル展、市中の図書館に環境コーナー設置は実施し、
接触型ワークショップは取り止め、基調講演は定員40名定員で9月に順延し、新しい試みとして環境フェスタの6月の
みのスポット取り組みを見直し、年間取り組みの試みとした。その代替として22年度取り組んだ新しい事業「おうめ環
境マップ」は10月に発刊し、広域大量配布する中で、市民からの評価も高い。

特になし。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、市ホームページ、公共施設等におけるチラシ設置、青梅商工会議所メールマガジン
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

おうめ環境ニュース

おうめ環境市民会議

環境政策課管理係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 3月15日発行

場所： 市民センター等の市内各施設、小・中学校

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成20年6月）

(２) 事業の目的

市民感覚を取り入れた、市民目線の環境に関する広報紙を発行し、市民啓発をすること。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民が、①青梅市の自然の豊かさ壊れやすさ、市民生活や産業活動の影響を理解する
②自然環境は水や空気の循環により山・川・海・様々な生物が関係しあい地球環境を形成している事を理解する
③気候変動を防ぎ、生物多様性の維持に寄与する生活スタイルを心掛ける

(４) 実施内容（実績値等）

紙面の構成や内容について協議をし、12,500部発行した。公共施設や市内の小中学校に配布した。

(５) 事業経費（決算額）

151,250円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

3人

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

平成19年度におうめ環境市民会議から提案を受け協働開始

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 記事の作成

行政側： 記事の作成、レイアウト原案、印刷業者との調整、印刷費等の予算確保

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

5 5

5 5

5 5

5 5

5 5

5 5

5 5

4 4

5 5

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

市民側のアイデアと視点を生かしながら、行政の客観的な視点を通し、市民に公平かつ広範囲に発信できた。

身近な環境問題について小・中学生にも考えてもらう機会になったと考える。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

環境フェスタ・環境ニュースなどの主な事業が政策課の範囲の事業にとどまっているので、環境部として連携・協力し
市民に発信すること。更に青梅市として地球環境を守るメッセージを東京都・国に発信して実際の成果につなげるよう
目的意識を持って取り組んでいただきたい。

特になし。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

小中学校への全児童配布、公共施設での配布
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

クールビズ運動

青梅市環境連絡会

環境政策課管理係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年５月１日（日）～令和４年10月16日（日）

場所： 青梅市の事務事業施設、環境連絡会加盟団体、その他の賛同団体・企業

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２１年　　月）

(２) 事業の目的

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(４) 実施内容（実績値等）

青梅市環境連絡会を筆頭に市内の各種団体、事業者に協力を要請、事務所などの暖房温度抑制を通じた省エネの取
組を実施した。

(５) 事業経費（決算額）

1,466円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

環境問題に関する広範な取り組みの連携と拡大を目的に、平成２１年に各種団体、事業者等と環境連絡会を発足、手
軽にできる身近な取り組みとして「クールビズ」に取り組んだ。

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： クールビズの実践

行政側： 企画と啓発物品（卓上のぼり旗）の配布、広報等のメディア展開、事業予算の確保。

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

3 3

3 3

4 4

4 4

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

環境問題の省エネに関しては、事業者、家庭などを巻き込んだ活動が重要である。
そういった点では、クールビズ運動は、市全体を対象とした取り組みであり、市民１人ひとりの環境意識向上に役立っ
ている。

環境問題の省エネに関しては、事業者、家庭などの民生部門全体を巻き込んだ活動が重要である。
そういった点では、クールビズ運動は、市全体を対象とした取り組みであり、市民１人ひとり環境意識向上に役立って
いる。（会議の中での意見集約であり、市民側と同意見）

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

クールビズについては、周知されつつあると感じているが、市全体として取り組むべき内容であるため、今後も意識啓
発のための事業を継続し、浸透に努めたい。

クールビズについては、周知されつつあると感じているが、市全体として取り組むべき内容であるため、今後も意識啓
発のための事業を継続し、浸透に努めたい。（会議の中での意見集約であり、市民側と同意見）

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、ホームページ
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

みんなで打ち水！

青梅市環境連絡会

環境政策課管理係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年５月１日（日）～令和４年10月16日（日）

場所： 青梅市の事務事業施設、環境連絡会加盟団体、その他の賛同団体・企業

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２１年　　月）

(２) 事業の目的

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(４) 実施内容（実績値等）

青梅市環境連絡会を筆頭に市内の各種団体、事業者に協力を要請、事務所などの暖房温度抑制を通じた省エネの取
組を実施した。

(５) 事業経費（決算額）

０円（クールビズポスターに打ち水についても記載しているため、それを活用した。）

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

環境問題に関する広範な取り組みの連携と拡大を目的に、平成２１年に各種団体、事業者等と環境連絡会を発足、手
軽にできる身近な取り組みとして「クールビズ」に取り組んだ。

（5） 協働が開始された段階

（６） 役割分担

市民側： 打ち水の実践

行政側： 周知活動（ポスター掲出、広報等のメディア展開）

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

3 3

3 3

4 4

4 4

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

環境問題の省エネに関しては、事業者、家庭などを巻き込んだ活動が重要である。
打ち水運動は、市全体を対象とした取り組みであり、市民１人ひとりの環境意識向上を図りたい。

環境問題の省エネに関しては、事業者、家庭などの民生部門全体を巻き込んだ活動が重要である。
打ち水運動は、市全体を対象とした取り組みであり、市民１人ひとり環境意識向上を図りたい。（会議での意見集約の
ため市民側と同意見）

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

広報やホームページで周知する他に、クールビズ・打ち水ポスターを作成したことで、一定の啓発はできたと考える
が、今後においても、更なる周知啓発を行い、市民や事業者等市全体を巻き込んだ事業の展開に努めたい。

広報やホームページで周知する他に、クールビズ・打ち水ポスターを作成したことで、一定の啓発はできたと考える
が、今後においても、更なる周知啓発を行い、市民や事業者等市全体を巻き込んだ事業の展開に努めたい。（会議で
の意見集約のため市民側と同意見）

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

２、ホームページ
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５　事業の様子（写真等）

90



事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

ウォームビズ運動

青梅市環境連絡会

環境政策課管理係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年１１月１日（火）～令和５年３月３１日（金）

場所： 青梅市の事務事業施設、環境連絡会加盟団体、その他の賛同団体・企業

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２１年１１月）

(２) 事業の目的

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(４) 実施内容（実績値等）

青梅市環境連絡会を筆頭に市内の各種団体、事業者に協力を要請、事務所などの暖房温度抑制を通じた省エネの取
組を実施した。

(５) 事業経費（決算額）

1,466円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

環境問題に関する広範な取り組みの連携と拡大を目的に、平成２１年に各種団体、事業者等と環境連絡会を発足、手
軽にできる身近な取り組みとして「ウォームビズ」に取り組んだ。

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： ウォームビズの実践

行政側： 企画と啓発物品（卓上のぼり旗）の配布、広報等のメディア展開、事業予算の確保。

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

3 3

3 3

4 4

4 4

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

環境問題の省エネに関しては、事業者、家庭などを巻き込んだ活動が重要である。ウォームビズ運動は、市全体を対
象とした取り組みであるため、市民１人ひとりの環境意識向上のために周知啓発をはかる必要がある。

環境問題の省エネに関しては、事業者、家庭などの民生部門全体を巻き込んだ活動が重要である。ウォームビズ運動
は、市全体を対象とした取り組みであるため、市民１人ひとり環境意識向上のために周知啓発をはかる必要がある。
（会議での意見集約のため市民側と同意見）

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

継続的な周知啓発が必要である。今後も啓発物品（卓上のぼり旗）やポスターを用いた周知力の強化、活動内容の
フィードバック等、改善を行って事業の浸透に努めたい。

継続的な周知啓発が必要である。今後も啓発物品（卓上のぼり旗）やポスターを用いた周知力の強化、活動内容の
フィードバック等、改善を行って事業の浸透に努めたい。（会議での意見集約のため市民側と同意見）

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、ホームページ
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

エコドライブ運動

青梅市環境連絡会

環境政策課管理係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年４月１日（金）～令和５年３月３１日（金）

場所： 青梅市の事務事業施設、環境連絡会加盟団体、その他賛同団体・企業

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２１年　　　　月）

(２) 事業の目的

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(４) 実施内容（実績値等）

青梅市環境連絡会を筆頭に市内の各種団体、事業者に協力を要請、保有車両のエコドライブを通じた省エネの取組
を実施した。

(５) 事業経費（決算額）

0円（ウォームビズ・エコドライブポスターにエコドライブについても記載しているため、それを活用した。）

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

環境問題に関する広範な取り組みの連携と拡大を目的に、平成２１年に各種団体、事業者等と環境連絡会を発足、手
軽にできる身近な取り組みとして「エコドライブ」に取り組んだ。

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： エコドライブ運動の実践

行政側： 企画と啓発物品（ステッカー）の配布、広報等のメディア展開

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

3 3

3 3

4 4

4 4

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

環境問題の省エネに関しては、事業者、家庭などを巻き込んだ活動が重要である。エコドライブ運動は、温暖化対策
だけではなく、マナーアップにもつながる運動である。市民１人ひとりの環境意識向上に役立てたい。

環境問題の省エネに関しては、事業者、家庭などの民生部門全体を巻き込んだ活動が重要である。エコドライブ運動
は、温暖化対策だけではなく、マナーアップにもつながる運動である。市民１人ひとり環境意識向上に役立てたい。（会
議での意見集約のため市民側と同意見）

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

エコドライブは決まった１０項目の取組みがある。温暖化対策、マナーアップの両面から、さらなる周知啓発に努めた
い。

エコドライブは決まった１０項目の取組みがある。温暖化対策、マナーアップの両面から、さらなる周知啓発に努めた
い。（会議での意見集約のため市民側と同意見）

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

2、ホームページ
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

みどりのカーテン事業

青梅ガス株式会社、西東京農業協同組合

環境政策課管理係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年４月２7日（水）～令和４年１１月３０日

場所： 青梅市役所本庁舎

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２３年４月）

(２) 事業の目的

地球温暖化防止に向けた環境および緑の保全意識の向上

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

地球温暖化防止に向けた環境および緑の保全意識の向上

(４) 実施内容（実績値等）

令和４年度は市内の一般家庭および事業者43件を対象とするみどりのカーテンモニターへのゴーヤの苗の配布を再
開した。また、一般家庭および事業所を対象に、みどりのカーテンコンテストを実施した。（個人部門24件、団体部門
12件の応募）

(５) 事業経費（決算額）

237,914円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

１０人程度（審査員、表彰関係者等）

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

青梅ガス㈱から環境・地域貢献協力の申し出を受け、行政側からみどりのカーテンコンテスト事業を提案、合意した。
その後、青梅ガス㈱を介して西東京農業協同組合も加わり、三者の協働事業として実施した。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 副賞代の提供および審査協力

行政側： 周知活動（広報・ホームページ）および受付等の事務

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

2 3

2 4

2 3

3 4

2 3

2 4

3 3

2 3

2 4

2 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

コロナ禍だったので協働による効果は特に感じませんでした。

みどりのカーテン事業全体を通して、行政側、市民側がそれぞれ広報することで、より多くの市民に、より広く周知でき
た。また、みどりのカーテンコンテストの実施は、みどりのカーテン育成の周知啓発につながったと考える。新型コロナウ
イルス感染症感染拡大防止のため表彰式を実施できなかったが、受賞作品選定において、青梅ガス株式会社およびＪ
Ａ西東京の専門家の審査協力を得られたことが事業を充実させるものとなった。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

①企画のマンネリ化　②審査基準・副賞の見直し　③プロモーションの多様化　④参加者からのレスポンス獲得　⑤協
働実施主体間での事務調整・意思確認の不足　

みどりのカーテンコンテストでは、個人部門の参加者が前年度の15人から24人に増加した。
また、みどりのカーテンモニター配布については、大型連休でみどりのカーテンを植え付けることが考えられるため、大
型連休前の配布を検討したところ、モニター参加者が増加した。ゼロカーボンシティ宣言を踏まえ、環境に対する意識
啓発の１つとして継続して取り組んでいきたい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、ホームページ
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

ワクワク！ドキドキ！！水辺の探検隊

青梅・多摩川水辺のフォーラム

環境政策課管理係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 8/27（中止）

場所： 市民球技場周辺の河原

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成21年9月）

(２) 事業の目的

多摩川周辺の自然を活用した水辺体験学習および環境学習を通じて、青梅市の子どもたちが自然と環境の大切さを
体感することができる機会の充実を図るとともに、豊かな人間性を育くむことを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

多摩川周辺の自然を活用した水辺体験学習および環境学習を通じて、青梅市の子どもたちが自然と環境の大切さを
体感することができる機会の充実を図るとともに、豊かな人間性を育くむことを目的とする。

(４) 実施内容（実績値等）

川での安全な遊び方教室、魚のつかみどりから焼いて食べるまで、川の生き物捕獲等

(５) 事業経費（決算額）

30,540円（事前準備にかかる経費）

(１) 協働の形態

４、事業委託

(２) 協働相手の団体からの参加人数

2人

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

総合長期計画のチャレンジプログラム「ふるさとの川プログラム」のソフト事業拡充の目的で、平成２０年に「水辺の連
絡会」を設立、これを契機に協働をスタートさせた。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 事業の基本プランを練る。当日の直接運営を行う。

行政側： 事業内容に関する協議と、広報等のメディアによる募集、事業予算の確保。

５、影響あり（中止） 
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３　双方による評価等

市民側 行政側

5 5

5 5

5 5

5 5

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

コロナ禍で事業が実施直前で中止になったため協働による効果はありません。

市民団体と綿密な打ち合わせし、双方合意の上で中止の判断を行った。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

今後の課題、改善事項はありません。

特になし。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめにて参加者募集。中止の連絡は電話、メール。
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

多摩川まるごと遊び塾

青梅・多摩川水辺のフォーラム

環境政策課管理係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 7/30（中止）

場所： 市民球技場周辺の河原

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成21年9月）

(２) 事業の目的

多摩川周辺の自然を活用した水辺体験学習および環境学習を通じて、青梅市の子どもたちが自然と環境の大切さを
体感することができる機会の充実を図るとともに、豊かな人間性を育くむことを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

多摩川周辺の自然を活用した水辺体験学習および環境学習を通じて、青梅市の子どもたちが自然と環境の大切さを
体感することができる機会の充実を図るとともに、豊かな人間性を育くむことを目的とする。

(４) 実施内容（実績値等）

川での安全な遊び方教室、水棲生物の捕獲と観察、ライフジャケット等を用いた水辺の遊び、移動水族館（多摩川に棲
む魚等の展示や解説）。

(５) 事業経費（決算額）

50,000円（事前準備にかかる経費）

(１) 協働の形態

４、事業委託

(２) 協働相手の団体からの参加人数

2人

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

総合長期計画のチャレンジプログラム「ふるさとの川プログラム」のソフト事業拡充の目的で、平成２０年に「水辺の連
絡会」を設立、これを契機に協働をスタートさせた。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 事業の基本プランを練る。当日の直接運営を行う。

行政側： 事業内容に関する協議と、広報等のメディアによる募集、事業予算の確保。

５、影響あり（中止） 
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３　双方による評価等

市民側 行政側

5 5

5 5

5 5

5 5

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

コロナ禍で事業が実施直前で中止になったため協働による効果はありません。

市民団体と綿密な打ち合わせし、双方合意の上で中止の判断を行った。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

今後の課題、改善事項はありません。

特になし。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめにて参加者募集。中止の連絡は電話、メール。
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

がんばれ！あゆっ子2022

（特非）奥多摩川友愛会

環境政策課管理係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 5月15日

場所： 釜の淵公園鮎美橋上流の河川敷

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成18年5月）

(２) 事業の目的

子どもたちに水辺に親しんでもらい、水辺の自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

子どもたちに水辺に親しんでもらい、水辺の自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(４) 実施内容（実績値等）

稚鮎の放流、多摩川の鮎の話、安全な川遊び紙芝居、ヤマメ、ニジマスのつかみ取り

(５) 事業経費（決算額）

55,500円

(１) 協働の形態

４、事業委託

(２) 協働相手の団体からの参加人数

7人

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

総合長期計画のチャレンジプログラム「ふるさとの川プログラム」のソフト事業の一環として、平成１８年度から協働事
業としてスタートした。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 事業の基本プランを練る。当日の直接運営を行う。

行政側： 事業内容に関する協議と、広報等のメディアによる募集、事業予算の確保。

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

5 5

5 5

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

計画段階から打ち合わせ話し合いに機会を設けていただき、役割、責任分担も明確で有り、事業に最も相応しい形態
であった。
行政との協働事業により参加市民との信頼関係も築け、我々が伝えたいことなどが良く聞いて頂ける効果があった。

事業実施に際し、市民団体のもつ様々なノウハウ、プログラムは豊富かつ充実したものであり、過去も含め市民協働
に相応しい事業となっている。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

今後の課題、改善しなければならないことを、行政、市民双方の立場から話し合う場が設けられば良かったと思う。

特になし。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめにて参加者募集。多摩ケーブルネットワーク、読売新聞が取材し放送、紙面掲載した。
事業の結果について市ホームページ、友愛会ブログに掲載した。
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

炭焼き体験と水辺の交流会

美しい多摩川フォーラム

環境政策課管理係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 8月23日

場所： 奥多摩フィッシングセンター

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成23年8月）

(２) 事業の目的

炭焼きや水辺の安全教室を通じ、自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

炭焼きや水辺の安全教室を通じ、自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(４) 実施内容（実績値等）

竹炭作り、魚のつかみ取り、ライフジャケット浮力体験等

(５) 事業経費（決算額）

250,000円

(１) 協働の形態

４、事業委託

(２) 協働相手の団体からの参加人数

18人

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

総合長期計画のチャレンジプログラム「ふるさとの川プログラム」のソフト事業拡充の目的で、平成２０年に「水辺の連
絡会」を設立、当該事業は平成２３年度から開始した。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 事業のプランニング、NPO 法人日本エコクラブ等との調整および当日スタッフとして運営に当たる。

行政側： 事業内容に関する協議と、広報等のメディアによる募集、事業予算の確保。

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

5 5

5 5

5 5

5 5

5 5

4 4

4 4

4 4

5 5

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

青梅市共催事業ということで、市民は安心して申込された。、青梅市報に募集記事を掲載すると、順調に申込があり、
キャンセル待ちが出るほどの人気ぶりであった。また、ライフジャケット・ヘルメットの貸し出しをはじめ当日はスタッフと
して全面的にご協力いただき、協働による効果は絶大であった。

内容、運営体制ともに安定感がある。同団体が所有管理する炭焼き窯を利用した炭焼き体験と、周辺の自然豊かな川
での自然体験をミックスした内容は、環境学習としての密度も高い。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

当日の運営に関しては、経験のある指導員を十分に確保し、安全には万全を期しているが、今後も事故が発生しない
ように、細心の注意を払って臨みたい。発生したゴミについては、各自持ち帰りを徹底し、ゴミの少量化に努めていく。

特になし。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめにて参加者募集。
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

親子魚釣り教室2022

（特非）奥多摩川友愛会

環境政策課管理係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 10月16日

場所： 奥多摩フィッシングセンター

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成21年10月）

(２) 事業の目的

子どもたちに水辺に親しんでもらい、水辺の自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

子どもたちに水辺に親しんでもらい、水辺の自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(４) 実施内容（実績値等）

渓流釣りの未経験の参加者に、釣りを通した自然体験をしてもらうと同時に、奥多摩川友愛会会員の講義指導を通
じ、河川環境保護の重要性等も説明した。

(５) 事業経費（決算額）

194,500円

(１) 協働の形態

４、事業委託

(２) 協働相手の団体からの参加人数

7人

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

総合長期計画のチャレンジプログラム「ふるさとの川プログラム」のソフト事業の一環として、平成21年度から協働事
業としてスタートした。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 事業の基本プランを練る。当日の直接運営を行う。

行政側： 事業内容に関する協議と、広報等のメディアによる募集、事業予算の確保。

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

5 5

5 5

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

5月のがんばれあゆっ子と同様、行政との協動により参加市民との信頼関係が強まり、イベントの進行がとてもスムー
ズに進んだ。
当会の自主性も尊重され、伝えたい事柄も伝えられ協働で行なうことで、効果が得られる事業であった。

事業実施に際し、市民団体のもつ様々なノウハウ、プログラムは豊富かつ充実したものであり、過去も含め市民協働
に相応しい事業となっている。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

事業終了後の課題と改善策の話し合いが持てれば、次の年に改善し、より良い協働事業になると思う。

特になし。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめにて参加者募集。多摩ケーブルネットワーク取材し放送した。
事業の結果について市ホームページ、友愛会ブログに掲載した。
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５　事業の様子（写真等）

112



事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

飼い主のいない猫のための「里親会」

おうめ猫の会

環境政策課管理係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年７月２日（土）、令和４年１１月１９日（土）

場所： 青梅市役所（正面玄関前）

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２５年５月）

(２) 事業の目的

責任を持って猫を大切に飼っていただける飼い主を見つけるとともに、飼い主のいない猫に関する啓発を行う。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

責任を持って猫を大切に飼っていただける飼い主を見つけるとともに、飼い主のいない猫に関する啓発を行う。

(４) 実施内容（実績値等）

例年ボランティア団体との協働事業として里親会を実施しているが、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２
年度は協働事業ではなく、青梅市後援での実施となった。

(５) 事業経費（決算額）

０円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

７月、１１月ともに１０人程度

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

平成25年度から新たな事業として提案があった。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 当日の運営

行政側： 広報等による周知、会場準備

３、影響あり（実施方法変更)
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３　双方による評価等

市民側 行政側

5 4

4 3

4 3

4 4

5 4

4 3

4 4

5 3

5 4

4 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

市の西部の市民にも里親会に来てもらえた。

ボランティア団体との協働事業により、飼い主のいない猫の里親探し事業を多くの市民にＰＲできたと思う。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

里猫の数の確保が年々難しくなっている。

今後、里親会を他のイベントの会場内で開催することについて協働団体と協議し、里親会の継続と来場者の増加を図
りたい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ

114



５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

動物愛護週間イベント in おうめ

おうめ猫の会

環境政策課管理係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年９月１３日（火）～９月２７日（火）

場所： 青梅市役所本庁舎１階

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２４年１１月）

(２) 事業の目的

隔年ごとに実施する動物愛護に関する講演会または映画会や動物愛護に関する展示を通じて市民への動物愛護の
啓発を行う。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

隔年ごとに実施する動物愛護に関する講演会または映画会や動物愛護に関する展示を通じて市民への動物愛護の
啓発を行う。

(４) 実施内容（実績値等）

令和４年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため講演会を中止し、パネル展示を実施した。

(５) 事業経費（決算額）

０円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

１０人程度

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

平成２４年度から新たな協働事業として提案があった。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 活動紹介等に関する展示ブースの設営

行政側： 広報等による周知、会場準備

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

5 3

4 3

4 4

4 4

5 4

4 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

新型コロナウイルス感染症の影響が大きかった。

ボランティア団体と協働で実施することで、動物愛護や市内の猫の問題について、広く啓発できると共に、団体の活動
内容も紹介することができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

パネル展示の改善をしたい。

令和４年度は講演会および映画上映会を中止したが、動物愛護に関する講演会または映画会の内容については、市
民がより関心を持てるものを選定する必要があると思われる。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

さくらねこ無料不妊手術事業

いのちを考える会・青梅

環境政策課管理係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年４月１日（金）～令和５年３月３１日（金）

場所： 市内各所

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２５年１２月）

(２) 事業の目的

公益財団法人どうぶつ基金から受領した「さくらねこ無料不妊去勢手術チケット」を使用し、市内の飼い主のいない猫
を捕獲、不妊去勢手術を施行し、捕獲した場所に戻す。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

実施予定頭数　１７０頭

(４) 実施内容（実績値等）

手術実施頭数　８０頭

(５) 事業経費（決算額）

０円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

11人

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

公益財団法人どうぶつ基金の「さくらねこ無料不妊去勢手術チケット」行政枠ができることがわかったため。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 猫の捕獲、動物病院への運搬、捕獲した場所に戻す

行政側： 公益財団法人どうぶつ基金へ、「さくらねこ無料不妊去勢手術チケット」の申請、実施報告

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 4

4 4

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

捕獲器の設置とTNR活動の許可を、どこに申請すればいいのか、団体では判断できない場所でも、行政が動くことで
活動の許可を得ることができた。

行政ではできない捕獲、不妊・去勢手術をボランティア団体とともに実施し続けたことにより、以前より飼い主のいない
猫に関する市への相談が減った。また、飼い主のいない猫を見かけることが減少しているように見受けられる。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

メディアやSNSなどにより、広く世の中に知られてきて、個人で活動を行う市民が増えてきていると感じる。意欲のあ
る市民に、適切なアドバイスとサポートを行うことが、今後求められると思う。

市内で飼い主のいない猫に餌やりを行っている方に対しても、餌やり方法や地域猫活動等と併せて広報等を活用して
継続して周知するよう努めたい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、ホームページ
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

さくらねこ無料不妊手術事業

おうめ猫の会

環境政策課管理係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年４月１日（金）～令和５年３月３１日

場所： 市内各所

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２５年１２月）

(２) 事業の目的

公益財団法人どうぶつ基金から受領した「さくらねこ無料不妊去勢手術チケット」を使用し、市内の飼い主のいない猫
を捕獲、不妊去勢手術を施行し、捕獲した場所に戻す。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

実施予定頭数　５頭

(４) 実施内容（実績値等）

手術実施頭数　１頭

(５) 事業経費（決算額）

０円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

１０人

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

公益財団法人どうぶつ基金の「さくらねこ無料不妊去勢手術チケット」行政枠ができることがわかったため。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 猫の捕獲、動物病院への運搬、捕獲した場所に戻す

行政側： 公益財団法人どうぶつ基金へ、「さくらねこ無料不妊去勢手術チケット」の申請、実施報告

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

5 3

4 4

4 4

4 4

5 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

協働事業の効果により市内の野良猫の数が減った。

行政ではできない捕獲、不妊・去勢手術をボランティア団体とともに実施し続けたことにより、以前より飼い主のいない
猫に関する市への相談が減った。また、飼い主のいない猫を見かけることが減少しているように見受けられる。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

猫の捕獲や病院の送り迎えのできる会員さんが少ない。

市内で飼い主のいない猫に餌やりを行っている方に対しても、餌やり方法や地域猫活動等と併せて広報等を活用して
継続して周知するよう努めたい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、ホームページ
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

生物多様性人材育成講座

美しい多摩川フォーラム

環境政策課管理係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 8月4日

場所： ネッツたまぐーセンター

１、単年度事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（　　）

(２) 事業の目的

平成３０年度に制定した「生物多様性地域戦略」にもとづく人材育成事業として、次世代のリーダー育成を目的とす
る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

平成３０年度に制定した「生物多様性地域戦略」にもとづく人材育成事業として、次世代のリーダー育成を目的とす
る。

(４) 実施内容（実績値等）

生物多様性に関する講座を開催

(５) 事業経費（決算額）

16,218円

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

1人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

平成３０年度に制定した「生物多様性地域戦略」にもとづく人材育成事業として、市から市民団体に協働提案した。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 講師の提供。講演資料の作成。

行政側： 事業内容に関する協議と、広報、小学生向けチラシによる募集、事業予算の確保。

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

5 5

4 4

4 4

4 4

5 5

4 4

4 4

3 3

4 4

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

講師を紹介し、講座開催を告知するなど、役割分担を明確にして実施した。「広報おうめ」のPR効果は大きく、集客に
つながった。

内容、運営体制ともに安定感がある。コロナ禍における事業として、参加者は少人数ではあるが、これまでできていな
かった計画の推進にあたり、実施することに意義があったと言える。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

新しい事業として実施したが、わかりやすい講義で、初めて受講する小学生にとっては有意義であったと思う。
今後については、同一内容で回数を増やしていくのか、シリーズ化して内容を充実させていくのか検討していく必要
がある。

座学だけではなく、体験型事業にする等、例年実施するにあたっては工夫が必要。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、小学校にチラシを配布して参加者募集。
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

丸ごと霞川を遊びつくそう

霞川くらしの楽校

環境政策課管理係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 6/11　7/23　9/17　10/15　3/4

場所： 霞川　天本橋付近

１、単年度事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（　　）

(２) 事業の目的

子どもたちに水辺に親しんでもらい、水辺の自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

子どもたちに水辺に親しんでもらい、水辺の自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(４) 実施内容（実績値等）

年間を通じた、身近な霞川をフィールドとした様々な自然体験（水遊び、魚捕り、ザリガニ捕り、散策、ワークショップ、
野鳥観察）

(５) 事業経費（決算額）

95,176円

(１) 協働の形態

４、事業委託

(２) 協働相手の団体からの参加人数

7人

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

通年の様々な川遊びを子どもたちに継承したいとの提案があり、実施した。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 事業の基本プランを練る。当日の直接運営を行う。

行政側： 事業内容に関する協議と、広報等のメディアによる募集、事業予算の確保。

３、影響あり（実施方法変更)
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

①募集が「広報おうめ」でありインパクトがある。②事業遂行には外部の協力が必要（安全対策の為の会場周辺の草
刈り・近接農家への挨拶）であるが、市との協働事業と言うことで快く協力してくれる。

事業実施に際し、市民団体のもつ様々なノウハウ、プログラムは豊富かつ充実したものであり、過去も含め市民協働
に相応しい事業となっている。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

応募人数が減ってきている。募集は「広報おうめ」で行っていますが、募集する事業がどんなものか、その内容を知る
ことによって興味をそそられるのではないか？。募集時短くても良いが「事業の内容が分かる」ような文々を入れるス
ペースが欲しい。　又委託金は事業終了後の支払いになるが、調達するものは、事業開始以前の時点でありすべて持
ち出しになります。会は利益を求める活動をしている訳で無く軍資金はあまり無い。一時的に個人が立て替えておく場
合がある。出来れば委託金の半分でも良いので、前渡金の形で支払っていただけるとありがたい。

特になし。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめにて参加者募集
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

「資源物・ごみ収集カレンダー」の点訳事業

青梅点訳グループ

清掃リサイクル課ごみ減量推進係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年４月１日～令和５年３月３１日

場所： 市内

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２１年４月）

(２) 事業の目的

視覚障害者等のうち、点訳された「資源物・ごみ収集カレンダー」を必要とされる方のために、点字版を作製し配布す
る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

希望者全員に配布する。

(４) 実施内容（実績値等）

令和５年度版「資源物・ごみ収集カレンダー」の点字版の作製。視覚障害者等への周知、希望者への配布。実績3人。

(５) 事業経費（決算額）

0円

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

６人

（3） 協働の提案者

団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

　資源物・ごみ収集カレンダーを点訳できるグループであったため。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 点字版の資料を作製し、行政側に提供する。

行政側： 広報おうめ、市ウェブサイトで周知し、希望者へ配布する。

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

5 5

5 5

5 5

5 5

5 5

5 5

5 5

5 5

5 5

5 5

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

決められた期限を守り、カレンダーを納めることができた。

点訳を行うには専門的な知識も必要となる事から、点訳を専門とするグループとの協働は大いに効果がある。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

ボランティアグループとしての役割は果たせた。
点字図書・声の広報の利用者の方に、点字版資源物・ごみカレンダーの存在を周知することができればより多くの方に
利用していただけるのではないか。

点訳グループおよび利用者の意見を聞き、さらに多くの必要とされる方に使用していただけるよう、周知の場の拡充を
行う。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、ホームページ

131



事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

大塚山いこいの森ボランティア

いこいの森を育てる会（近隣５自治会・４小ＰＴＡ・青少対第８地区委員会）

公園緑地課わくわく公園係（公園管理係）

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 大塚山いこいの森（大塚山公園隣接地）、第四小学校

場所： ６月および９月の第１日曜日

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２２年６月）

(２) 事業の目的

みどり豊かな環境と景観を形成し、快適な生活環境を創出するとともに市民の自然体験および学習の場として活用を
図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

予定 ： 年間参加人数　延べ200人
実績 ： 年間参加人数　 41人 ※令和４年度は令和５年３月４日の１度のみ実施した。

(４) 実施内容（実績値等）

大塚山いこいの森園内の樹木（サクラ）への樹名板の設置および、第四小学校校庭での炭焼き体験（令和５年３月４日
の実施内容）

(５) 事業経費（決算額）

消耗品費　10,130円、食糧費　9,600円

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

41人（自治会：６名、四小：35名）

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

地元からの要望にもとづき、針葉樹を伐採し、広葉樹化を図った際に、市民ボランティア等と協働して清掃、下草刈り
等の管理作業を行うこととした。

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 管理区分の清掃および下草刈り、樹木への樹名板の設置作業

行政側： 管理区分の作業計画および施設全体の管理計画の作成

３、影響あり（実施方法変更)
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

5 5

4 4

5 5

4 4

4 4

3 3

3 3

5 5

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

　いこいの森を第四小学校および地域住民の自然体験および学習の場となるよう良好な状態に保全することができ、
作業を通じ地域の連帯感の醸成が図れる。
　植栽樹木の生育状況も良好であり、森として形成されてきている。

　ボランティアと協働で清掃および下草刈り等の管理作業が実施でき、快適な生活環境の創出と市民の自然体験や学
習の場として提供することができる。また、作業には、家族連れの方も多く参加している状況から、いこいの森を身近な
場所として捉えていただいていると感じられる。　

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

　協働団体側から活用内容にマンネリ化が否めず、見直しについての意見が寄せられたため、令和５年３月４日の活動
再開時は、樹名板の取付や、四小校庭での炭焼き体験と「楽しみ」要素を取り入れた内容に試験的に変更した。協働団
体側からは好意的な反応が寄せられたことから、今後もこうした要素を取り入れた実施内容としていきたい。

　新型コロナウイルス感染症が第五類感染症に移行したことから、令和５年度は本格的に活動を再開したい。
　活動内容や活動時期については協働団体との協議に基づき、以前の草刈り作業に囚われず、新たな取り組みを行
い、より多くの市民にとって意義ある活動となるよう検討を重ねたい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

回覧
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

緑地管理ボランティア

緑地管理ボランティア

公園緑地課わくわく公園係（公園管理係）

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 毎月第3土曜日（８月を除く。）

場所： 永山公園内ボランティア管理緑地ほか

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成１５年６月）

(２) 事業の目的

下草刈りや間伐等の緑地管理作業等をボランティアで行うことにより、公園・緑地の大切さを実感しつつ、行政と一体
となった公園・緑地の利用推進、緑の保全および育成、また、ボランティア相互の親睦を深め、もってボランティアによる
自主的な緑地管理運営を図ることを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

年間参加人数（予定延べ100人）　　⇒　　実績：参加人数　0人

(４) 実施内容（実績値等）

下草刈、除伐、枯損木伐採および萌芽更新等を目的とした間伐等

(５) 事業経費（決算額）

なし

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

0人（登録人数１3人）

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

公園・緑地の大切さを実感しつつ、行政と一体となった公園・緑地の利用推進、緑の保全および育成、また、ボランティ
ア相互の親睦を深め、もってボランティアによる自主的な緑地管理運営を図ることを目的として制度を設置した。

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 下草刈、除伐、枯損木伐採および萌芽更新等を目的とした間伐等の作業

行政側： 実施計画立案、参加者への周知、用具の準備・貸与、飲料・食料の配布

５、影響あり（中止） 
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 5

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

　例年、永山公園内ボランティア管理緑地の管理作業を実施しているが、新型コロナウイルスの感染拡大により令和２
年度から作業を中止している。令和４年度は年度当初に青梅市と話し合いの場を持ち、再開後のあり方を検討するこ
ととしたが、感染状況が好転しなかったことから実施することができなかった。

　永山公園内ボランティア管理緑地の管理作業を１年を通して実施することにより、ハイキングコースからの景観や解
放的な空間が確保でき利用者へ快適な環境を提供できる。
しかし、　例年、永山公園内ボランティア管理緑地の管理作業を実施しているが、新型コロナウイルスの感染拡大によ
り令和２年度から作業を中止している。令和４年度は年度当初に市民側（参加者）と話し合いの場を持ち、再開後のあ
り方を検討することとしたが、感染状況が好転しなかったことから実施することができなかった。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

　新型コロナウイルスが第五類感染症に移行したことにより、活動を再開し、既存の会員に多くの参加を呼びかけた
い。また、参加会員の高齢化や毎回の参加者数が硬直化していることから、これから活動内容を充実していくには、新
規会員の募集を行っていきたい。
　加えて、管理区域を有効に活用していただくための園路整備を行う必要があるが、除伐が済んでいる区域の下草刈
り作業も同時に行っていかなければならない中、基盤となる除伐を早期に終了させていきたい。

　登録者はある程度いるものの参加者が一定の人となっていることから、一度登録者の整理を行ったところ人数の減
少がみられた。会員の高齢化も進んでいることから、会員募集（随時）を行い、若い世代の参加者を取り込むことに加
え、活動内容の見直しをか必要がある。
　新型コロナが５類感染症に移行したことに伴い、活動を再開したい。また、従来の下草刈り等の活動内容に囚われ
ず、今後の活動のあり方について市民側と協議を重ねながら検討したい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

チラシ、活動場所での看板設置
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

青梅の森杣保プロジェクト（青梅の森保全事業）

青梅の森杣保プロジェクト会員(西多摩自然フォーラム、NPO法人青梅りんけん、日本野鳥の会奥多摩支部、森林
ボランティア森守会、青梅の自然と環境を守る会、青梅の森ひさかきの会、青梅さとやま散歩の会)

公園緑地課緑地管理係（緑化推進係）

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年４月から令和５年３月

場所： 青梅の森

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成25年10月）

(２) 事業の目的

　青梅の森およびその周辺で市が管理する地域において、保全活動等を行う各種団体等と市が協働で青梅の森保全
事業を行い、市民が自然とふれあえる場や里山の仕組みを体験・学習する場、散策やハイキング等のレクリエーション
の場として活用することを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　青梅の森事業計画にもとづく管理、運営を行う。
　動植物の観察やウォーキング、保全活動等を通して多くの市民に自然と触れあってもらい、自然環境等に対する理
解と意識の向上を図る。

(４) 実施内容（実績値等）

　青梅の森内の下草刈り、除伐、間伐、ヨシ抜き・ヨシ刈り作業、野鳥観察、ナラ枯れ対策

(５) 事業経費（決算額）

　なし

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

西多摩自然フォーラム、NPO法人青梅りんけん、日本野鳥の会奥多摩支部、森林ボランティア森守会、青梅の自然と
環境を守る会、青梅の森ひさかきの会、青梅さとやま散歩の会　約50名

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

市民や関係団体等と連携した青梅の森の管理運営により市民が自然と触れ合える場として活用していくため。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 企画・運営

行政側： 事務局・運営

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

3 3

3 3

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

杣保プロジェクト会議により参加団体間の意見交換と調整、行政との意思疎通を図ることができた。
杣保プロジェクト共同企画により青梅の森の普及啓発を図ることができた。
杣保プロジェクト参加団体の活動および協働作業により、青梅の森の保全・整備が進んだ。

台風等による被害や倒木等の報告や、応急的な対応等を迅速に行ってもらうことで、青梅の森での事故発生等を未然
に防ぐことができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

新型コロナウイルス感染症の影響等で、杣保プロジェクト協働企画の市民向けイベント等が開催できていない。
青梅の森で市民参加の活動を進めるには、トイレの設置が課題である。　　　　　　　

青梅の森の保全・整備事業について、各ボランティア団体会員の高齢化が進んでいる。今後は、新規会員の加入のお
願いや、若い世代の方が積極的に保全活動ができる環境を整える必要がある。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
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終
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杣保プロジェクトを通じた周知
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

青梅市見守り支援ネットワーク事業

見守り支援ネットワーク事業協定締結事業者

高齢者支援課いきいき高齢者係(地域支援係)

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年４月１日～令和５年３月３１日

場所： 市内一円

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成25年5月）

(２) 事業の目的

市では、一人暮らし高齢者等の見守りを充実させるため、地域における見守りを強化し、何か異変を感じた際には市
や関係機関などに連絡をいただき、市や関係機関では安否確認等を行い、市民の安心安全を図ることを目的としてい
ます。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民に安心安全を提供するとともに、孤立死、孤独死等の減少を図る。

(４) 実施内容（実績値等）

市内で活動する事業者等が、事業活動に際して行う地域に住む高齢者等のゆるやかな見守りを実施することで異変
を早期に発見し、市や関係機関と連携することで早期の対応を図る。

(５) 事業経費（決算額）

なし

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

44事業者

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

協定締結事業者は市内で事業を行っており、地域における高齢者等の社会的弱者と接する機会も多いため。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 地域でゆるやかな見守り活動を実施し、異変を感じた場合、市や関係機関に情報提供する。

行政側： 情報提供を受けた案件について、関係機関等と連携し安否確認を実施する。

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

3 4

3 4

5 5

4 4

5 4

5 4

4 4

5 4

2 2

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

民生委員や地域において活動する事業者がゆるやかな見守り活動をすることで、見守られている側の高齢者等の地
域住民も安心感があり、地域の中で安全安心に生活が営める環境が整う。

民間事業者等との協力により、行政だけでは困難であった地域密着による見守り活動について、民間事業者等が主体
となり見守り活動を実施したことにより、地域力の強化を図ることができる。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

民生委員に依頼される業務が多くあり、見守り活動に取り組む時間が少なくなってきている。
見守りが必要な対象者を精査し、より効果的な見守り活動を行うことが必要と考える。

地域住民との連携をさらに充実させていくことが重要であるため、民間事業者等のほか地域住民も含めた見守り体制
の充実が求められている。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ・ホームページ・報道機関へのプレスリリース
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５　事業の様子（写真等）

見守り協定を締結した事業者に対し、以下のステッカーを配付している。

142



事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

認知症サポーター養成研修事業

全国キャラバンメイト連絡協議会

高齢者支援課包括支援係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで

場所： 指定場所

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成１９年１０月）

(２) 事業の目的

認知症に対する正しい知識と理解を持ち、地域で認知症の人やその家族に対してできる範囲で手助けする「認知症サ
ポーター」を養成し、認知症高齢者等にやさしい地域づくりを目的としている。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

令和5年度末までにサポーター養成数１万人を目標とする。

(４) 実施内容（実績値等）

令和4年度までのサポーター数6,４４５人

(５) 事業経費（決算額）

65,121円【旅費（キャラバンメイト研修受講）3,190円、印刷製本費（サポーターカード）921円、消耗品費（オレンジリ
ング）60000円、通信運搬費（オレンジリング送料）1,010円】

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

青梅市登録キャラバンメイト　80人　

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

都が企画立案および講師役（キャラバンメイト）を養成し、事業に賛同しサポーターを養成している。

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 認知症のことを正しく理解し、認知症の人やその家族の方を温かく見守り支援する応援者となる。

行政側： サポーター養成講座を養成するための講師（キャラバンメイト）を派遣する。

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

認知症という病気について理解し、対応のポイントや、どのように接すればいいのかを研修受講者に対して適切に伝え
ることができた。

認知症の人も地域で安心して暮らせる充実したまちづくりが形成される。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

自治会や企業、高齢者を扱う事業所で広く開催し、理解を深めたい。

コロナ禍で実施を見合わせている場所（学校、企業、自治会等）にて講座を行い、さらなる受講者を開拓したい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめおよび担当者等への声掛け（自治会、学校、企業）
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

青梅市虐待防止ネットワーク連絡会事務

社会福祉協議会の代表、民生児童委員会合同協議会の代表、東京弁護士会の代表、
ケアマネジャー連絡会の代表、人権擁護委員の代表、事業所の代表

 高齢者支援課包括支援係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 年２回開催

場所： 青梅市役所会議室

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成18年8月）

(２) 事業の目的

養護者による高齢者虐待の防止、養護者による高齢者虐待を受けた高齢者の保護および養護者に対する支援を行う
ために、本市における関係機関、民間団体等との連携協力体制を整備する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

高齢者虐待に関する全体的な構想や対応について協議や相談をし、課題を共有することで、解決に向けて多方面の
専門職から意見を聴取する。

(４) 実施内容（実績値等）

１高齢者虐待に関する情報交換ならびに関係機関の連携および協力の推進に関すること。２高齢者虐待に関する広
報・啓発活動に関すること。３養護者に対する支援に関すること。４高齢者虐待に関する地域包括支援センターへの支
援・助言等に関すること等

(５) 事業経費（決算額）

委員報償金　23,000円

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

12人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

平成１８年４月「高齢者虐待防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」が施行され地域において高齢者虐
待ネットワークを構築するため

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側：
委員は、所属する団体の専門的な見地から地域包括支援センターに対して、高齢者虐待に関する適切な
支援・助言等を行う。

行政側： 体制つくりの構築、個々の事例について適切な対応を図っていくことを支援する。

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

ネットワークの構築により、早期に介入や対応ができたことで高齢者の生命の保持、安全を確保できた。

①委員の専門的な見地から意見、助言をしてもらったことで、予防、対応、権利擁護が適切に行えた。
②地域や関係機関と連携し、高齢者虐待の早期発見・早期対応、状況に応じて成年後見制度利用への支援を行った。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

虐待の早期発見、通報の周知。見守りの強化。成年後見制度の周知。

虐待通報の徹底化、早期発見により、関係機関が直ちに介入する体制を今後も強化していく。被虐待者への対応はも
とより、多様化する世帯における養護者支援に対し、関係機関との連携を密に対応する。高齢者虐待に関する市民へ
の啓蒙活動を行う。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

ホームページ
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

入門・初級手話講習会

青梅市聴覚障害者協会

障がい者福祉課認定サービス係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和4年5月11日～令和5年1月25日（計28回）

場所： 青梅市福祉センター等

１、単年度事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（　　　　　年　　　　月）

(２) 事業の目的

・一般市民に「聴覚障害者」の理解と啓発を促し、聴覚障害者の社会参加促進に寄与すること。
・手話を学ぶことによって、福祉に対する関心を高め、地域福祉を推進すること。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

初級手話講習会終了後、中級手話講習会（定員２５人）に移行し、より学びを深め、手話サークル等に属し活動するこ
とで、聴覚障害者の社会参加等に寄与していく。

(４) 実施内容（実績値等）

・入門手話講習会　３回（１回２時間）　受講者数31人
・初級手話講習会　25回（１回２時間）　受講者数25人

(５) 事業経費（決算額）

221,600円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

ろう講師1名　健アシスタント２名

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

青梅市聴覚障害者協会の事業として実施されていたが、従前より協力依頼があったため。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 講習会の運営

行政側： 会場の確保・広報および参加申し込み窓口・講師報償金の助成

３、影響あり（実施方法変更)
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

5 5

4 4

4 5

5 5

4 4

5 5

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

障害者差別解消法の施行に伴い、より多くの市民に手話を学んでもらい、聴覚障害者への理解を広めるために「手話
は言語」であることを強調し、更に理解を深めていく。
協働事業のお陰で手話講習会会場の予約手続きや透明マスク支援などを行っていただき、全25回の手話講習会を
スムーズに行うことが出来たこと。今後も聴覚障害者の社会参加促進のために手話講習会を継続していきたい。

初級講座、中級講座を隔年で実施し、初級を終了した方が、中級コースへ継続され、、手話サークルに入会したり、地
域密着した活動につながるなど、聴覚障害者のコミュニケーション支援の担い手養成の役割を担っている。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

令和4年度初級講習会を実施出来た事に感謝申し上げます。更に聴覚障害者とのコミュニケーションを深めることを
目的に、2025年11月実施のデフリンピック東京に向けてボランティアや広く知られるよう努めていきたい。
新型コロナウイルス感染症が2類から5類に移行したことを受け、今後は1回あたり90分で計30回の実施に戻す。
ご協力、ご対応を宜しくお願いします。

新型コロナウイルス感染症の影響により、手話において大切な口形が見えるよう、透明なマスクを取り入れ、感染症対
策を講じながら開催した。今後はマスクの着用などは個人の判断となるが、引き続き感染対策に留意して安全に講習
会を開催できるよう努めていく。また、手話を学びたいという意欲を持った方がより多く参加できるよう、開催時間等
の検討を続けていく。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

第51回おうめ健康まつり

【共催】青梅市三師会　【協賛】青梅市薬業会、青梅市接骨師会、薬物乱用防止推進青梅・奥多摩
地区協議会、西多摩地区保護司会青梅分区、西東京農業協同組合、青梅市民生児童委員合同
協議会、他

健康課健康推進係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： -

場所： -

１、単年度事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（　　　　　年　　　　月）

(２) 事業の目的

健康に関する正しい知識や情報の提供など、健康づくりの普及啓発の機会とし、健康についての認識と自覚の高揚を
図ることを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

自分の健康は自分で守るという自覚をもって健康づくりに取り組むためには、保健衛生に関する知識が必要である。
おうめ健康まつりにおいて医療関係者による保健衛生知識の普及啓発を行い、健康に対する意識を向上させ、より効
率的に市民の健康づくりを促進させること。

(４) 実施内容（実績値等）

(５) 事業経費（決算額）

0円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

0人

（3） 協働の提案者

（4） 協働の理由・きっかけ

市民の健康増進

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 医療関係者等の立場から健康づくりに関する専門知識を提供する。

行政側： 健康づくりに関する情報を提供し保険衛生知識の普及啓発を図る。

５、影響あり（中止） 
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

3 3

3 3

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

青梅市親子ふれあい事業ボッチャ大会

青梅市青少年対策地区委員長連絡協議会、各地区委員会（１１地区）

子育て応援課児童・青少年係（子ども家庭支援課青少年担当）

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和5年2月5日

場所： 住友金属鉱山アリーナ青梅

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成１５年１月）

(２) 事業の目的
「親子ふれあいボッチャ大会」は、青少年自身が地域活動に参加する機会や場を提供するとともに、大会に親子で参加
することで、ふれあい、異年齢交流や地域交流を図りながら、地域社会全体で青少年の健全育成を図ることを目的と
している。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

大会を通して、地域での異年齢者との交流が期待でき、チームを組むことにより、思いやりをもち、団結力を養える。応
援をすることにより、他人を認め、敬う気持ちを育てる。団体の継承による次回への思いと実現、親子参加による家族
の絆の再認識をする等の体験をする。

(４) 実施内容（実績値等）

市内在住の小学生・中学生・保護者、市内在住・在勤・在学の一般市民および大会役員等　３８チームが参加

(５) 事業経費（決算額）

513,000円

(１) 協働の形態

４、事業委託

(２) 協働相手の団体からの参加人数

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

平成９年頃から、青梅市青少年対策地区委員長連絡協議会において、市全体の統一事業として開催することについて
検討が始められ、平成１５年１月１９日に「第1回大会」が開催された。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 実行委員会を組織し、大会実施のための準備をすること。大会前日の準備や当日の運営をすること。

行政側：
事務局として、大会の周知、出場チーム募集等の広報、実行委員会や組合せ抽選会等の準備を行うとと
もに、大会に必要な物品や消耗品の調達をすること。

３、影響あり（実施方法変更)
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

4 4

3 3

5 5

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

例年、行政側が実行委員会事務局を担当することで、市広報・HP等による参加チームの募集および受付事務ならび
に実行委員会等の開催事務が円滑に行われている。

大会前日の会場設営や当日の出場選手・応援者等大会参加者の整理、誘導について役員や実行委員が協力し円滑
に行った。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

役割分担を話し合う時間が足りなかった。当日のスタッフとの打ち合わせも含め、もう少し綿密な打合せを行う。

役割分担を話し合う時間が足りなかった。当日のスタッフとの打ち合わせも含め、もう少し綿密な打合せを行う。

計
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広報おうめ、ホームページ
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

吹上しょうぶ公園ガイドボランティア事業

吹上しょうぶ公園ガイドボランティア

シティプロモーション課観光係（商工観光課観光係）

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 5月28日から6月26日まで

場所： 吹上しょうぶ公園

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（　　　　　年　　　　月）

(２) 事業の目的

来園者へのサービス向上を図る

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

花しょうぶまつりでの来園者へのガイド

(４) 実施内容（実績値等）

花しょうぶまつりでの来園者へのガイド

(５) 事業経費（決算額）

消耗品費（ガイド必要物品）４４,８６８円

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

31人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

来園者へのサービス向上を図る

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： ガイドの実施

行政側： 講習会の開催、消耗品の購入、日程調整、会議の開催

３、影響あり（実施方法変更)
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

4 4

3 3

4 4

5 5

5 5

5 5

4 4

5 5

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

自分達が参加したい、やってみたいという気持ちを理解してくれていた。

ガイドさんがお祭り期間中にいることで、園内の花しょうぶを満遍なくお客様にお伝えすることができ、何か花しょうぶ
のご質問があった際も、円滑にお答えが可能となり、より花しょうぶを、ついては吹上しょうぶ公園を知ってもらえた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

公園の利用者への安全管理等、分担を明確化する必要が少しあるかもしれません。

コロナの影響で園内飲食禁止の状況で開催したが、通常開催と変わらずに行えた。その中で、ガイドさんもお祭りの開
催状況を把握しつつ、花の紹介をお客様に紹介することができたと感じる。コロナのような異例の際に、しっかりとした
マニュアルを行政側から、迅速に今後も提示できるよう心掛ける必要がある。

計
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広報おうめ、ホームページ、行政メール、Twitter
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

梅の公園ガイドボランティア

市民

シティプロモーション課観光係（商工観光課観光係）

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 3月11日、12日、18日、19日

場所： 梅の公園

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（　　　　　年　　　　月）

(２) 事業の目的

来園者へのサービス向上

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

来園者の満足度の向上

(４) 実施内容（実績値等）

公園内の梅その他の植物、施設等の案内および説明

(５) 事業経費（決算額）

講師報償金48，000円、消耗品費378円

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

17人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

梅の公園来場者へのサービス向上

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： ガイドの実施

行政側： 講習会の開催、消耗品の購入、日程調整、会議の開催

２、影響あり（規模縮小）

157



３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

5 5

4 4

5 5

5 5

5 5

4 4

4 4

2 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

講習会の講師はよりハイレベルで知識の習得にとても役に立ちました。一緒に歩いて、ご案内するガイドもそれなりに
喜ばれますが、定点案内(梅の木の前)で待っていて、反強制的ではありますが、鴛鴦等 梅の花を紹介することも好評
でした。

市民の方がボランティアでガイドを行い、青梅市の梅郷地域や梅の公園等について来場者に興味を持ってもらうこと
ができた。当該活動により再来園への動機を促せるよう効果的なアピールの一つとなることを期待したい。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

今回は、規模縮小の為、ガイドの期間が短かったので、残念ではあった。週末天気も悪かったので、観梅するお客さん
が少なかったことで、ガイドの希望もなかった。元の梅郷に戻るには相当年数が必要ですが、勉強とガイド知識だけは
継続して努力が必要だと感じています。ボランティアコートは目立つ色がいいと思います。グリーンとか白または、紫色
がガイドとして分かり易いと思います。

ガイドボランティアを対象とした講習会の講師が今回２回目で同人であったためか、一部のベテランのガイドボランティ
アから内容が重複しているとの意見があった。一方、他多数のボランティアからは好評でもあったため、講師の選定や
講習開催の方法、講習のあり方についての課題はあるかもしれないが、慎重に検討をしていく必要がある。
また、ガイド自体のニーズや在り方、存在意義についても検討する余地はある。（音声ガイドやQRコードによるガイド
等々にする）

計
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広報おうめ　
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

森林ボランティア育成講座

NPO法人　青梅林業研究グループ

農林水産課林務水産係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間：
令和4年5月21日、6月11日、7月9日、9月10日、10月8日、11月12日、12月
10日、令和5年1月14日、2月11日、3月11日（計10回）

場所：

１、単年度事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成１４年５月）

(２) 事業の目的

森林ボランティアの育成を図る。平成２２年度からは杉並区との共同開催となっている。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

年間１０回の講座開催。

(４) 実施内容（実績値等）

下刈り、間伐、道づくり、枝打ち等。
講座受講者延べ１６６人（青梅市41人、杉並区125人）

(５) 事業経費（決算額）

森林ボランティア育成講座実施業務委託料　決算額1，650，000円、バス借り上げ料140，470円

(１) 協働の形態

４、事業委託

(２) 協働相手の団体からの参加人数

毎回１０～２１人程度

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

平成１４年から森林整備の新たな担い手としての森林ボランティアの育成を図ることを目的に講座を開催している。講座の指導者には、森林
施業に関する専門的な知識、技術が必要であることから、経験も豊富であり、他の団体に対しても指導を行っているＮＰＯ法人青梅林業研究
グループに委託している。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 講座内容の決定、資機材の準備、当日の実技指導　等

行政側： 受講者への連絡、会場確保、講座内容の調整　等

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

3 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

4 5

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

青梅の山林の状況を理解しながら、森林作業を体験することにより、森が変わっていくことを実感することができ、少しずつでも手を入れていくことの大切さが
わかってもらえた。今後も森林保全にかかわっていきたい。青梅の森をはじめ、作業内容にあった市有林で、様々な作業ができることは、受講生にとって良い
環境ができている。また、青梅の森の保育保全も進んだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日本の山林の状況を受講生によく理解してもらい、森林作業を体験することにより、森が変わっていくことを実感することができ、少しずつでも手を入れて行く
ことの大切さがわかってもらえた。今後も森林保全に関わっていきたい。青梅の森の保全活動も進んだと思う。青梅の森をはじめ、作業内容にあった市有林
で、様々な作業ができることは、受講生にとって良い環境ができている。また、青梅の森の保育保全も進んでいる。

青梅林業研究グループには、森林施業に対する深い知識や技術を持ち合わせた者が多く在籍し、本講座以外にも多く
の場で指導を行っており委託先としてふさわしく、受講生からは親切・丁寧な指導に対して感謝の言葉が多く寄せられ
ている。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

今後も継続して森に関わっていける場を考えて欲しい。また、さらに技術を勉強できる機会があればいいと思う。より
多くの方が森林保全に関わっていけるといいと思う。全10回の講座で、受講生の欠席者が少なくなるようにプログラム
の充実を図りたい。この講座を受講することにより、さらに森林に興味を持ち、スキルアップができるよう、またこの事業
を広めることにもお力添えいただきたい。

今後は、受講生の高齢化問題や受講生の欠席者の増加などに対して、魅力的なカリキュラム等で講座自体を活発化
することを協議する場を設ける。また、２６０人近くになった修了生に対する活動の場の提供や活動内容の支援も重要
な課題となっている。
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

青梅市住宅なんでも相談会

青梅市住宅施策推進協議会※と司法書士会、行政書士会
（※民間の不動産事業者や建築士等の協会で構成される任意団体）

住宅課住宅政策係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和4年10月29日（土）

場所： 福祉センター２階集会室

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２５年１月）

(２) 事業の目的

　市民の安全で安心できる快適な住まいづくりのために、空家の相続、住宅の新築、増改築、リフォーム、売買、賃貸等
およびマンションの修繕・維持管理等に関する相談について適切な助言を行うとともに、住宅に関する市民相談窓口
の構築に資することを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

相談料無料の住宅相談会を開催し、市民の住宅に関する問題や悩みを解決する。

(４) 実施内容（実績値等）

 相談件数　24件

(５) 事業経費（決算額）

29,581円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

15人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

青梅市住宅マスタープランにおいて、住宅に関する相談体制の整備が掲げられており、相談会を開催するにあたり、相
談員をお願いすることとなった。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 相談会当日の相談員

行政側： 市民への周知、広報活動、会場の確保・設営、申込み受付、相談会当日の受付、結果のとりまとめ

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

相談者に対して適切な解答やアドバイスを行うとともに、各協会のＰＲにつながった。

　住宅に関する様々な相談窓口を開設することにより、相談者の悩みを解消することができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

青梅市住宅施策推進協議会所属の相談員のほか、司法書士会、行政書士会にも協力を得て、空き家の相続問題等、
専門的な相談にも対応することができた。相談者も喜んで頂けたので、引き続き問題解決の一助となれるよう対応し
たい。

　さらに相談者を増やすための効果的な周知方法等を検討する。
　特に継続空家の所有者など相談会に参加してほしいターゲットに対し、相談会を利用していただく効果的なＰＲ方法
を検討し、実行に移す必要がある。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、ホームページ、自治会回覧
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

青梅市定例住宅相談会

青梅市住宅施策推進協議会※と司法書士会、行政書士会
　（※民間の不動産事業者や建築士等の協会で構成される任意団体）

住宅課住宅政策係 

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 10月を除く毎月第３木曜日

場所： 市役所会議室

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２６年７月）

(２) 事業の目的

市民の安全で安心できる快適な住まいづくりのために、空家の相続、住宅の新築、増改築、リフォーム、売買、賃貸等
およびマンションの修繕、維持管理等に関する相談について適切な助言を行うとともに、住宅に関する市民相談窓口
の構築に資することを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

無料の住宅相談会を開催し、市民の住宅に関する問題や悩みを解決する。

(４) 実施内容（実績値等）

開催回数　　１１回
相談件数　　17件

(５) 事業経費（決算額）

25,844円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

15人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

青梅市住宅マスタープランにおいて、住宅に関する相談体制の整備が掲げられており、相談会を開催するにあたり、相
談員をお願いすることとなった。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 相談会当日の相談員

行政側： 市民への周知、広報活動、会場の確保・設営、申込み受付、相談会当日の受付、結果のとりまとめ

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

相談者に対して適切な解答やアドバイスを行うとともに、各協会のＰＲにつながった。

住宅に関する相談窓口を開設することにより、相談者の悩みを解消することができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

青梅市住宅施策推進協議会所属の相談員のほか、司法書士会、行政書士会にも協力を得て、空き家の相続問題等、
専門的な相談にも対応することができた。相談者も喜んで頂けたので、引き続き問題解決の一助となれるよう対応し
たい。

　さらに相談者を増やすための効果的な周知方法等を検討する。
　特に継続空家の所有者など相談会に参加してほしいターゲットに対し、相談会を利用していただく効果的なＰＲ方法
を検討し、実行に移す必要がある。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、ホームページ、自治会回覧
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

学校教育ボランティア

教育ボランティア

指導室指導係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 通年

場所： 市立小・中学校

１、単年度事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（　　　　　年　　　　月）

(２) 事業の目的

青梅市立小・中学校の教育活動を継続的に支援できる個人または団体を青梅市教育ボランティアとして登録し、地域
の教育力として活用することにより、学校教育の充実および活性化を図ることを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

地域人材を活用した学校教育活動の充実

(４) 実施内容（実績値等）

学習活動への支援、生活指導への支援、交流・体験活動への支援、クラブ活動への支援、学校図書館における整備等
の支援、学校行事への支援、特別な教育的支援を要する児童・生徒への支援、その他、学校が必要とする活動への支
援

(５) 事業経費（決算額）

なし

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

参加人数：312人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

青梅市教育ボランティア制度実施要綱にもとづき各学校が募集、登録

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 学校の依頼にもとづく支援

行政側： 学校への活用奨励

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

5 4

5 4

5 4

5 4

5 4

5 4

5 5

5 4

5 5

5 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

安全な登下校を支援することができた。
図書室の整備を行い、適切な学習環境を提供することができた。
児童生徒の基礎学力の定着に貢献できた。
図書室前の掲示を季節や行事に応じて更新し、子供たちが季節感や伝統文化に触れる機会となった。
発達段階や子供たちの興味関心を生かした読み聞かせを行うことで、子供たちの読書に対する意欲が高まった。

地域人材を活用することにより、各学校の特色を生かした教育活動の充実を図ることができた。
図書室整理・学習支援・安全パトロールなどで、なくてはならない存在となっている。（登録　３１２人）
地域・保護者の観点から、よりよい教育活動充実のための意見交換ができている。
教員だけでは補うことができない点に支援を受けることで、教員の負担軽減に繋がっている。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

新型コロナウイルス感染症により、活動自体や活動内容が制限される。
学校の都合で日時が限定される。
あくまで、善意によった活動であるため、次年度以降も質の高い活動ができるのか人材の確保に不安定性がある。
ボランティア活動が保護者に伝わりずらい。人材を発掘するためにも広報活動の充実が必要である。

新型コロナウイルス感染症により、活動自体や活動内容が制限される。
人材の充分な確保、広報活動。
ボランティア人材の発掘。　
学校によって活用実績・活用人数に差がある。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

学校発信での募集　　　
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

生涯学習フェスティバル～釜の淵新緑祭2022～

青梅市生涯学習推進市民会議、各出演団体、学生ボランティア

社会教育課生涯学習推進係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年5月14日(土)、15日（日）

場所： 釜の淵公園およびその周辺施設

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成20年5月）

(２) 事業の目的

各種団体・サークル活動の発表場所の提供、体験イベントによる学習機会の提供、および生涯学習事業の周知

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

目標来場者・参加者：晴天時3,500人以上､雨天時2,500人以上

(４) 実施内容（実績値等）

出演団体・サークルによる各種ダンス、合唱、楽器演奏、お話会、体験イベント、市内の団体・企業による飲食物販売。　
多目的ホールの一部出演をオンラインで配信した。
来場者・参加者　3,328人

(５) 事業経費（決算額）

592,930円

(１) 協働の形態

１、政策立案・事業企画等

(２) 協働相手の団体からの参加人数

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

青梅市生涯学習推進市民会議に事務局として

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 企画運営

行政側： 事務局

３、影響あり（実施方法変更)
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

3 3

3 3

4 4

3 3

3 3

4 4

4 4

4 4

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

感染症対策を十分に行いながら3年ぶりの新緑祭を実施することができた。
運営に課題は残ったが、久しぶりのステージに出演者はみな嬉しそうに出演していたのが印象的だった。

ひさしぶりの開催となったが、新緑祭全体の準備や片付けにも各団体の実行委員に協力してもらい、協働を推進する
ことができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

前年度、前々年度中止からの3年ぶりの開催と初めてネッツたまぐーセンターを使っての開催だったため、かなり変更
が多く、混乱が生じた。学生ボランティアもどう動いてよいのかわからない学生が散見された。来年度は今回の反省点
を生かし、改善して実施をしたい。

今年度の反省を生かし、来年度も実行委員会の運営がさらに市民が主体的に実行できるようにサポートしていきた
い。市民と協力し合いながら釜の淵公園、文化交流センター双方を使っての新緑祭を創り上げていきたい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、ホームページ
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

家庭教育講演会

ＮＰＯ法人青梅こども未来

社会教育課生涯学習推進係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： ①令和４年７月９日②令和４年９月３日③令和５年１月２９日

場所： ①受講者自宅（zoomによるオンライン講演会）、②③市役所

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成２２年７月）

(２) 事業の目的

家庭教育の充実を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

年３回、その時々の課題となっているテーマで講演会を実施する。

(４) 実施内容（実績値等）

①子どもとネット・スマホとの適切な関わり方〜SNS・ゲーム依存の実態とその予防・対応をどのようにおこなうか〜
②子どもの未来につながるお金の教育
③悩んでいませんか？いまどきの思春期の子ども～親と子のすれちがいをなくそう～

(５) 事業経費（決算額）

①講師報償金　２6，０００円
②講師報償金　２0，０００円
③講師報償金　２0，０００円

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

講演会各回１０人前後

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

子育て現場の声を反映した講演会とするため

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 保護者への周知、講師等の情報提供、子どもの保育、当日受付・手伝い

行政側： 周知、講師交渉、当日運営

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

5 4

5 5

5 5

5 5

5 5

4 4

5 5

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

(行政側)

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

・打ち合わせの段階から講演会の内容や時期についてしっかり話し合い、毎回講師との交渉や広報、会場予約などし
ていただき今年も３回開催できた。
・子育て中のスタッフに今聴きたい内容などを調査することにより、子育て世代を対象にタイムリーな内容の講演会が
開催できた。
・新型コロナウイルス感染症が少しずつ収まってきたので、2回は対面での講演会が開催でき、参加者の心に直接届く
内容となった。

・子育ての現場に関わる市民と協働することで、市民の求める内容の講演会を実施できた。
・新型コロナウイルス感染症の影響が徐々に薄れてきたため３回のうち２回は対面開催で行った。講師の生の声を届
けることで、より参加者に伝わる内容となった。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

・参加人数が増えるよう、日時の設定や周知について一緒に考えていきたい。

・共通の目的を持った仲間と出会える会場に集まる形式と気軽に参加できるオンラインを活用した形式を両方実施し、
それぞれの特性を活かした講演会を開催したい。
・参加者増加のための周知方法を検討していきたい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、ホームページ、行政メール、ツイッター、LINE、チラシ配布
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５　事業の様子（写真等）
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

この指とまれ！朗読会

リーダーズあおうめ

社会教育課図書館担当

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年５月

場所： 中央図書館　多目的室

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成25年6月）

(２) 事業の目的

　朗読会の開催により読書や朗読への関心を高めていただくことによる図書館の利用の促進と、市民団体と行政が協
働することにより、市民に開かれ、親しまれる図書館の実現を図ることを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　朗読参加者等の確保

(４) 実施内容（実績値等）

　朗読グループ「リーダーズあおうめ」と中央図書館が共催で、年齢、性別を問わず、朗読に興味のある方を募集し、朗
読の発表の場の提供を行い、朗読会を開催する。

(５) 事業経費（決算額）

　なし

(１) 協働の形態

２、事業共催

(２) 協働相手の団体からの参加人数

6人

（3） 協働の提案者

２、団体等からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

　リーダーズあおうめによる朗読会は、以前より行われていたが、朗読に興味のある方を募集し、朗読の発表の場を提
供し、朗読会を開催するなど、図書館の設置目的と合致することから、共催で実施することとした。

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 企画立案、広報、応募者の取りまとめ、朗読会の開催運営

行政側： 企画立案、広報、会場提供、朗読会の開催支援

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

5 5

4 4

4 4

3 3

4 4

4 4

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

新型コロナウィルス感染症による影響のため、出演者、入場者とも少なかった。

コロナ禍での事業開催について、市民と話し合い、規模を縮小して実施することができた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

家庭の事情などにより、将来的に団体が今後も現在のレベルで活動を継続するのが困難になることが予想される。

市民側の協力が得られない状態に陥った場合には、事業の規模や実施方法を検討し直す必要がある。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

中央図書館整架ボランティア

図書館整架ボランティア登録者

社会教育課図書館担当

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年4月1日～令和5年3月31日

場所： 中央図書館

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成19年　月）

(２) 事業の目的

　市民と行政が協働し、市民に開かれ、親しまれる図書館の実現を図ることを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　整架ボランティアの人員確保、図書館の環境整備（整架、配架、資料清掃）

(４) 実施内容（実績値等）

　整架ボランティアにより、中央図書館の配架および書架の整理を行っている。

(５) 事業経費（決算額）

　なし

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

延べ94人（登録者11人、年間活動日数53日）

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

　図書館の仕事や地域社会への貢献に興味のあるボランティアの活動場所の提供

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： 図書の整架・清掃

行政側： ボランティアに対する社会的活動の場の提供

３、影響あり（実施方法変更)
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３　双方による評価等

市民側 行政側

4 4

4 4

3 4

4 4

3 4

4 4

4 4

3 4

4 4

4 4

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

令和4年度から感染対策を実施しながら活動を再開することができた。
図書館事業への参画を通じて、社会貢献を行うとともに、自身の興味や技術を増進することができた。

感染対策を実施することで活動を再開できた。活動を実施したことにより利用者の利便性を高め、市民に開かれ、親し
まれる図書館の実現を図れた。また、業務負担の低減にもつながった。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

図書館側とより活発な意見交換をすることにより、効率的な作業を行えるようにする。
また、ボランティアの登録者が減ったので新たに活動に参加してくださる方を募っていただきたい。

ボランティア側の疑問点を積極的に聴取し、ボランティア活動の行いやすい環境を提供する。
さらに、自立的活動ができるようサポートする。（わかりやすいインフォメーション、窓口の明確化等）
なお、新規ボランティアの募集は時期をみて実施できるよう調整していきたい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

特になし

177



事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

おはなしボランティア

青梅おはなしの会、おはなしの会 ころりん、絵本研究会

社会教育課図書館担当

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年4月1日～令和5年3月31日

場所： 中央図書館

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（平成19年　月）

(２) 事業の目的

　市民と行政が協働し、市民に開かれ、親しまれる図書館の実現を図ることを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　おはなしボランティアの人員確保、おはなしの技術向上、絵本の読み聞かせ技術向上

(４) 実施内容（実績値等）

　おはなし会17回（中央）、12回（今井）、3回（梅郷）、2回（新町）、12回(青梅)、絵本の森12回、大人のためのおはな
し会2回、新緑祭1回、出張おはなし会4校42回、絵本のべんきょう会6回、ブックスタート0回、おはなしにちようピー
ナッツ12回、初級おはなし学習会7回、 計128回

(５) 事業経費（決算額）

　33,410円　絵本のべんきょう会講師報償金（6,682円×5回）
　36,751円　初級おはなし学習会(3,341円×5回×1人、3,341円×6回×１人）

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

延べ279人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

　図書館の仕事や地域社会への貢献に興味のあるボランティアの活動の場の提供

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： おはなし会、おはなし学習会、絵本のべんきょう会、おはなし学習会への参加、実演

行政側： おはなし会、おはなし学習会、絵本のべんきょう会、おはなし学習会の開催

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

5 5

5 5

5 4

5 5

4 5

4 5

5 4

5 4

5 4

5 5

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

感染症対策として定員が少なくなったが、図書館と協力しておはなし会を実施できた。
学校におけるおはなし会等、おはなしを届ける機会が増えて良かった。

ボランティアの方と、プログラム、運営方法を十分に話し合ってから、おはなし会を実施できた。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

これからも子どもたちに良い読書体験ができるよう協力したい。

継続した活動機会の確保に努めたい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、ホームページ
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

青梅市吉川英治記念館　秋のライトアップと夜間開館

NPO法人青梅吉野梅郷梅の里未来プロジェクト

文化課吉川英治記念館担当

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和4年10月15日から10月30日まで

場所： 吉川英治記念館

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（検討中）

(２) 事業の目的

令和２年９月７日から青梅市の施設として吉川英治記念館を再オープンしたことを、多くの方に知ってもらうため。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

夜間開館を実施することにより、吉川英治記念館を広く周知する。

(４) 実施内容（実績値等）

吉川英治記念館の開館時間は、午前10時から午後5時までのところ、母屋と庭園をライトアップし午後８時まで夜間開
館を実施した。
午後５時以降の来館者数　100名
（15日（土）12名、16（日）5名、21（金）42名、22（土）13名、23（日）9名、28（金）7名、29（土）6名、30日（日）6名）

(５) 事業経費（決算額）

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

NPO法人青梅吉野梅郷梅の里未来プロジェクトにライトアップのノウハウがあるため。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： ライトアップ機材の青梅市観光協会から無償借用および設営などのコーディネート

行政側： ライトアップ会場の提供、周知、運営全般

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

3 3

3 3

4 4

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

吉野梅郷地区に多くの方が訪れてもらうきっかけとしたい。

吉川英治記念館を知ってもらい、多くの方が訪れてもらうきっかけとしたい。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

新型コロナの影響により、他所で実施しているイベントの中止や縮小もあり、照明器具を必要な期間・台数で借用でき
たが、他所での使用があれば使用できない可能性もあるため、開催日程の調整が必要である。

新型コロナの影響で自粛していた行事が再開されてきたこともあり、他団体が実施している事業と足並みをそろえた
開催時期について検討し、相乗効果により来館者数の増加に繋げたい。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、市ホームページ、行政メール等
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

地域連携展示『五月人形展』

市民

文化課吉川英治記念館担当

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和4年4月29日から5月22日まで

場所： 吉川英治記念館

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（令和５年４月）

(２) 事業の目的

令和２年９月７日から青梅市の施設として吉川英治記念館を再オープンしたことを、多くの方に知ってもらうため。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

地域の方々などから五月人形などをお借りし、母屋に展示することにより、吉川英治記念館を知ってもらうための契機
とする。

(４) 実施内容（実績値等）

出品者10組・展示総点数21点（内11点寄贈）
・兜飾、鎧飾、祝太刀、破魔矢飾、甲冑など
【期間中来館者】　639名

(５) 事業経費（決算額）

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

吉川英治記念館を知ってもらう機会を創出するため。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 五月人形等の展示協力

行政側： 五月人形等展示、周知、運営全般

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

3 3

3 3

4 4

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

吉川英治記念館を盛り上げることに協力したい。

吉川英治記念館を知ってもらい、多くの方が訪れてもらうきっかけとしたい。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

特になし

展示スペースに限りがあるため、多くの方から提供の申し出あったときの対応

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、市ホームページ、行政メール等
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

地域連携展示『ひな人形展』

市民

文化課吉川英治記念館担当

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和5年2月18日から3月21日まで

場所： 吉川英治記念館

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（令和６年２月）

(２) 事業の目的

令和２年９月７日から青梅市の施設として吉川英治記念館を再オープンしたことを、多くの方に知ってもらうため。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

地域の方々などからひな人形などをお借りし、母屋に展示することにより、吉川英治記念館を知ってもらうための契機
とする。

(４) 実施内容（実績値等）

出品者7組・展示総点数26点（内8点寄贈）
・七段飾り、親王飾りなど
【期間中来館者】　1,427名

(５) 事業経費（決算額）

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

吉川英治記念館を知ってもらう機会を創出するため。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： ひな人形等の展示協力

行政側： ひな人形等展示、周知、運営全般

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

3 3

3 3

4 4

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

吉川英治記念館を盛り上げることに協力したい。

吉川英治記念館を知ってもらい、多くの方が訪れてもらうきっかけとしたい。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

特になし

展示スペースに限りがあるため、多くの方から提供の申し出あったときの対応

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、市ホームページ、行政メール等
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

ガイドボランティア養成講座

市民

文化課吉川英治記念館担当

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和４年11月20日、27日、12月11日、18日

場所： 吉川英治記念館

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（検討中）

(２) 事業の目的

青梅市吉川英治記念館にて、主に庭園や母屋の案内を行うガイドボランティアを養成し、吉川英治氏を知るきっかけと
する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

令和２年９月７日から青梅市の施設として吉川英治記念館を再オープンしたことを、多くの方に知ってもらうため。

(４) 実施内容（実績値等）

青梅市吉川英治記念館にて、主に庭園や母屋の案内を行うガイドボランティアを養成することにより、学びを活かす場
を提供し、ボランティア活動を推進する。

(５) 事業経費（決算額）

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

12名

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

青梅市吉川英治記念館にて、主に庭園や母屋の案内を行うガイドボランティアを養成し、吉川英治氏を知るきっかけと
する。

（5） 協働が開始された段階

２．実施段階

（６） 役割分担

市民側： ガイドボランティア参加

行政側： ガイドボランティア養成講座実施

１、影響なし
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 3

3 3

3 3

4 4

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

吉川英治記念館を盛り上げることに協力したい。

吉川英治記念館を知ってもらい、多くの方が訪れてもらうきっかけとしたい。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

ガイドボランティア団体としての組織化するための体制の確立

ガイドボランティアを組織化してもらい、継続的な活動のサポート

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後
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事業名称

協働相手の名称

担当課・係

 ２　協働の内容

その他の場合、具体的に→

協働事業評価シート（表）

第５５回記念青梅マラソン大会

青梅市スポーツ推進委員協議会、一般社団法人青梅市スポーツ協会、自治会、青梅
交通安全協会、青梅市陸上競技協会など

スポーツ推進課スポーツ推進係

 １　事業の内容

(１) 実施期間および場所 ※新型コロナウイルス感染症による影響

期間： 令和５年２月１９日（日）

場所：

１０キロの部　東青梅四丁目～日向和田（折返し）
　　　　　　　　 ～青梅市役所前
３０キロの部　東青梅四丁目～川井（折返し）
　　　　　　　　 ～青梅市総合体育館前

２、継続事業 ※継続事業の場合、事業の開始時期（１９６７年３月）

(２) 事業の目的

①参加者の競技力向上と走ることを楽しむ場の提供
②全国からの参加者間の親睦、交流およびボランティア等も含めた大会関係者間の地域交流を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

参加者（定員１３，０００人）を募集し、安全なマラソン大会を運営する。

(４) 実施内容（実績値等）

ロードレース　①１０キロの部：2,391人　　②３０キロの部：8,440人　　　（合計：10,831人）

(５) 事業経費（決算額）

ボランティア弁当：1,595,394円（税込）
ボランティア用帽子：1,626,625円（税込）
ボランティアコート：4,812,500円（税込）
※いずれも一般財団法人青梅マラソン財団からの支出、市の支出はなし。

(１) 協働の形態

３、事業協力

(２) 協働相手の団体からの参加人数

１，９88人

（3） 協働の提案者

１、行政からの提案

（4） 協働の理由・きっかけ

参加者、沿道の人出が非常に多い大会であり、よりスムーズな大会運営を行うために、広範囲の人々の協力を求め
た。

（5） 協働が開始された段階

１．計画段階

（６） 役割分担

市民側： 競技運営、観衆を整理するコース整理員や給水係、レース後のコース清掃、参加者への医務・救護など

行政側：
道路の占用許可手続、コース、会場設営、施設（更衣所、トイレ等）の整備確保、住民の協力要請と周辺対
策等

２、影響あり（規模縮小）
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３　双方による評価等

市民側 行政側

3 4

3 4

3 4

4 5

2 4

2 4

3 4

3 4

4 4

2 3

（市民側）

（行政側）

（市民側）

行政側

４　情報提供の方法

協働事業評価シート（裏）

　

事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確になっていた

事業に最もふさわしい協働形態が選択された

協働の役割分担は適切だった

協働相手は適切だった

対等な立場での協力関係を築けた

協働相手の自主性・自立性は尊重された

事業実施は円滑になされた

設定した目標が達成された

協働で行うことにより効果がある事業だった

今後の課題と改善策をお互いに話し合った

５ 非常によくできた　　４ できた　　３ ほぼできた　　２ あまりできなかった　　１ できなかった

（２）協働による効果

・新型コロナウイルス感染症の影響で三年ぶり、規模を縮小しての開催であったが、参加者から喜びの声をいただいた
大会となった。
・参加者が青梅マラソンの魅力を再認識するとともに、市民ボランティを含めた協働者の広範囲な活動で、青梅マラソ
ンへの関心や青梅市民意識を高めることができた。

多くのマラソン大会参加者を市民、行政が一体となって受け入れる体制を作ることで、市民が主体となったまちの活性
化イベントのひとつとなっている。参加者からは、大会ボランティアや観客の方等、沿道からあたたかい声援がもらえる
との声を多くいただいており、青梅市のＰＲという意味でも大きな役割を果たしていると考えられる。

（３）今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

・三年ぶりの青梅マラソン開催となり、行政側や協働するする各企業・団体における役割の継承が途切れ、協働関係を
復活させるまでに長時間を要したことから、行政・各企業・団体内での継承方法を確立する必要がある。
・この協働体制ができてから、長期間が経過しマラソンを取り巻く社会環境が大きく変化しており、青梅市民を含む多
くのボランティアを含めた協働体制を見直す時期にきていると思われる。

ボランティアの確保および人員配置と役割の再検討をする。
参加者が安心して参加できる運営方法の検討をする。
コロナ禍前のような青梅市の魅力発信となる企画・運営の検討をする。

計
画
段
階

実
施
段
階

事
業
終
了
後

広報おうめ、ホームページ、、行政メール、報道機関へのプレスリリース
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５　事業の様子（写真等）
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令和４年度市民提案協働事業一覧

【自由提案】

市民活動団体が市と協働で実施したい事業について、自由な発想で提案するもの

【行政テーマ提案】

市が設定した次のテーマについて、事業を提案するもの

①生物多様性戦略の人材育成

②ゼロカーボンアクションの推進

③市内河川のごみ減量・清掃活動

④４Ｒの推進（特にリユース）

⑤梅まつり期間の吉野梅郷地域を盛り上げるイベントの開催

⑥空き家問題に関する意識啓発

⑦あそぼうよ！青梅（青梅で遊ぼう！学ぼう！体験しよう！）

№ テーマ 事業名称 提案団体 担当課

１ 自由 外遊び型子育てひろば「はらっぱ」
(特非)かぷかぷ山のよ

うちえん

子育て応援課

（子ども家庭支援課）

２
行政

⑤

和楽倶楽部流ともしびフェスティバル

in 梅まつり
和楽倶楽部

シティプロモーション課

（商工観光課）

３ 自由

わたしが「楽しむ」とまちがよくなる

～市内の活動の魅力を知って、〇〇

しよう～

(特非)子どもと文化の

ＮＰＯ子ども劇場西多摩
市民活動推進課
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